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い つま
お

で

元

も

気 で

満100歳を迎え、総理大臣表

彰を受けられた大越モトエさん。

近くのお地蔵さんへの参拝が

毎日の日課だそうです。
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令月号の主な内容
＝農林だより＝

冷肱川栗出荷最盛期••••• • ……•• • 

唖木材の話・・・・

濱今月の農作業

＝町報＝

慢風博通信・

唖町議会 9月定例会

層l年金週問・・・・・・・・・・・・・

〶巣箱コソクールの募集について

唖ふれあいまつりの案内

慢地震に備えよう

慢社協だより

冷お知らせ・・

町民のうごき
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＝公民館報＝

慢県民総合文化祭の開催

〶第35回町民運動会スナ y フ゜集

~ASUKA青年団だより

18 

・20 

・・22 

人 口

男

女

世帯数

3,368人 (-4)

1, 6 3 2人(+1) 

1, 7 3 6人 (-5)

1, 0 1 9器(-1)

（平成7年9月30日現在）



尻憶）。頷） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂劉吾 (2) 

展
示
作
品
に
は
、
油
絵
、
水
彩
画
、

水
墨
画
を
は
じ
め
木
版
画
、
石
版
画
、

ロ
ト
グ
ラ
フ
、
リ
ト
グ
ラ
フ
、
ジ
グ

ソ
ー
パ
ズ
ル
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど

か
ら
な
る
三
十
点
を
展
示
し
て
い
ま

す。
宝
厳
院
東
大
寺
長
老
の
清
水
公
照

作
の
力
強
い
「
風
神
」
を
は
じ
め
、
海

ー
「ほのおと空」
三浦園子作

画
屎
』

ま

る
坂本健三郎作の
「風の又三郎」

風
と
い
う
目
に
見
え
な
い
―
つ
の

自
然
現
象
を
テ
ー
マ
に
博
物
館
展
示

室
に
は
様
々
な
風
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
常
設
展
示
の
中
に
は
、
風
の
画

家
で
も
有
名
な
中
島
潔
さ
ん
の
風
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
風
ひ
と
い
ろ
」

「
夏
の
思
い
出
」
シ
リ
ー
ズ
の
版
画
を

展
示
し
て
お
り
多
く
の
お
客
様
よ
り

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
地
階
の
特
別
展
示
室
に

「
風
の
絵
画
展
」
を
始
め
ま
し
た
。

岸
を
吹
ぎ
荒
れ
る
風
を
描
写
し
た
横

山
大
観
作
の
「
春
風
万
里
壽
」
、
滝
平

次
郎
作
の
版
画
に
よ
る
「
風
、
ソ
リ
ー

ズ
春
夏
秋
冬
」
、
三
浦
園
子
作
の
幻

想
話
「
ほ
の
お
と
空
」
は
、
二
頭
の
馬

が
風
に
向
い
青
く
輝
く
水
晶
の
上
に

立
つ
姿
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
描
写
し

た
作
品
、
池
田
逢
祁
作
の
「
う
し
ろ

姿
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
山
頭
火
」
は
、

風
に
吹
か
れ
霰
に
あ
た
り
消
え
る
姿

を
描
写
し
た
山
頭
火
の
木
版
画
作
品

で
す
。
ま
た
、
県
内
出
身
の
兵
頭
俊

朗
作
の
「
風
に
の
っ
て
」
、
そ
の
他
、

笹
島
喜
平
、
秋
山
巌
、
黒
崎
彰
、
北
岡

文
雄
、
ラ
ル
フ
ス
キ
ー
、
ジ
ョ
ル
ジ
な

ど
の
有
名
な
作
家
の
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ご
家
族
お
友
だ
ち
と
お

誘
い
あ
わ
せ
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

『
風
の
町
』
宮
古
島
へ
集
結

近
年
、
環
境
問
題
が
様
々
な
分
野

に
お
い
て
地
球
的
規
模
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
地
球
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ソ

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求
め
ら
れ
て
お
り
特

に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
研

究
開
発
が
各
方
面
で
真
剣
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、

エ
ネ
ト
ピ
ア
ア
イ
ラ
ソ
ド

構
想
に
基
づ
ぎ
風
力
や
太
陽
光
及
び

太
陽
熱
利
用
に
よ
る
発
電
施
設
の
実

験
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
沖
縄
県

宮
古
島
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
「
風
」

に
よ
る
地
域
お
こ
し
の
地
方
自
治
体

が
一
堂
に
集
ま
り
第
二
回
全
国
「
風
」

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら

も
風
の
博
物
館
が
参
加
し
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム

事
例
発
表
会
、
意
見
交
換
会
、
エ
ネ

ト
ピ
ア
施
設
見
学
会
「
島
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
る
」
等
が
催
さ
れ
ま
す
。

唸
開
催
日
十
月
二
十
六
日

＼
二
十
七
日

＊
主
催
宮
古
広
域
圏
事
務
組
合

詳
し
く
は
来
月
号
に
お
い
て
報
告
し

ま
す
。

小型風車

(1基72W発電）

今
日
、
映
画
は
家
庭

の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
で

も
見
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
上
映
会
場
に
足

を
運
び
観
客
の
皆
さ
ん

と
名
画
を
鑑
賞
す
る
な

ら
ば
そ
れ
は
意
義
深
い

印
象
と
感
動
を
刻
み
つ

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
在
博
物
館
で
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
感

動
を
与
え
る
映
画
を
鑑

入
館
者
四
万
人
達
成

昨
年
三
月
に
風
の
博
物
館

が
オ
ー
プ
ソ
し
、
九
月
二
十

―
―
―
日
（
秋
分
の
日
）
に
展
示
室

入
館
者
四
万
人
を
達
成
い
た

し
ま
し
た
。

四
万
人
目
の
お
客
様
は
、

祝
日
を
利
用
し
ご
家
族
で
ご

来
館
さ
れ
ま
し
た
、
内
子
町

立
山
に
お
住
ま
い
の
二
宮
忠

士
さ
ん
ご
一
家
で
す
。
二
宮

風
の
町
「
肱
川
町
」
と
し

て
宣
伝
し
よ
う
と
、
茶
堂

ル
ー
ト
に
あ
る
風
の
モ
ニ
ュ

メ
ソ
ト
「
風
の
フ
ォ
リ
ー
」

を
デ
ザ
イ
ソ
に
こ
の
度
オ

リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ソ
カ
ー

ド
を
製
作
し
ま
し
た
。
お

土
産
、
ご
来
館
の
記
念
に

是
非
お
求
め
く
だ
さ
い
。

風
博
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

9'，
‘
'
，
ク
元
／
成
‘

一
枚
（
一
種
類
）
八
百
円

風
の
博
物
館
売
店
に
て
販
売
し
て
お

り
ま
す
。

内子町の
二宮忠士さんご家族

さ
ん
へ
は
、
館
長
よ
り
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

！！！！！ ！ ！！ ！！ ！！ ！！！！ ！！ ！！！！！！ ！！！！ ！ ！！！！ ！ ！！ ！！！！ ！！！！ ！ ！！！！！！ ！！ ！！！！ ！！ ！ ！ ！！ ！ ！！！ ！！ ！！！ ！！ ！！！！ ！！！ ！！ 

映画ファン大集合
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賞
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
十
六
ミ
リ

映
写
機
を
設
置
し
、
年
間
四
回
の
上

映
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
映
の
企
画
・
運
営
を
幅
広

い
町
民
の
皆
さ
ん
と
実
施
し
て
い
こ

う
と
現
在
、
映
画
に
興
味
の
あ
る
方

を
風
の
博
物
館
で
募
集
し
て
お
り
ま

す。
映
画
大
フ
ァ
ソ
の
皆
さ
ん
風
の
博

物
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

6
3
4
_
2
1
8
1
ま
で



(3) rJ。駕。絢i

◎
肱
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

（
総
決
算
額
）

歳

入五
十
九
億
五
千
九
百
六
十
八
万

千
三
百
二
十
円

最
近
建
設
さ
れ
る
砂
防
ダ
ム
は
、

以
前
の
も
の
と
違

っ
て
集
落
の
中
に

g
砂
防
ダ
ム
完
成
後

の
問
題
に
つ
い
て

思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂固倦

第
二
六
六
回
肱
川
町
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月
二
十
六
日
、
二
十
七

日
の
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
人
事
案
件
一
件
、
議
案
八
件
が
上
程
さ

れ
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
、
認
定
ま
た
は
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

又
、
議
員
提
出
の
フ
ラ
ン
ス
、

さ
れ
ま
し
た
。

中
国
両
国
の
核
実
験
反
対
決
議
が
可
決

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員
の
選

任
で
、
冨
永
武
治
氏
（
肱
川
町
大

字
山
鳥
坂

―
―
五
八
番
地
）
が
再

任
さ
れ
た
。

◎
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

基
盤
整
備
の
促
進
の
法
律
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
推
進
基
金

条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

精
神
保
健
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
平
成
七
年
七
月
一
日
に
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
肱
川
町

税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

◎
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

規
約
が
改
正
さ
れ
た
。

◎
平
成
六
年
度
肱
川
町
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
（
四

件
）
の
決
算
が
認
定
さ
れ
た
。

歳

出五
十
七
億
三
千
四
百
十
七
万
二
千

五
百
五
十
円

差
引
額
二
億
二
千
五
百
五
十
万
八
千
七
百

七
十
円

◎
平
成
七
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

一
億
三
千
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
。

●
固
定
資
産
評
価
業
務
委
託
料

一
千
九
百
六
十
九
万
八
千
円

●
地
域
農
業
活
性
化
緊
急
対
策
事
業

一
千
三
百
七
十
二
万
六
千
円

●
畜
産
産
地
強
化
緊
急
対
策
事
業

一
千
五
十
三
万
七
千
円

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

四
千
五
百
五
十
万
円

●
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

一
千
百
六
十
万
円
な
ど
。

◎
平
成
七
年
度
肱
川
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
＿
号
）

一
千
七
百

二
十
万
円
が
可
決
さ
れ

こ。f
 

◎
平
成
七
年
度
肱
川
町
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

百
八
十

一
万
一
千
円
が
可
決
さ
れ

こ。t
 

◎
平
成
七
年
肱
川
町
箇
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

百
二
十
四
万
六
千
円
が
可
決
さ
れ

こ
。
t
 

定
例
議
会
初
日
の
九
月

二
十
六
日

に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
次
の
五
議

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
町
長
の

所
信
を
質
し
た
。

松
本
金
次
郎
議
員

◎
核
実
験
反
対
決
議

に
つ
い
て

フ
ラ
ソ
ス
・
中
国

両
国
の
核
実
験
に

厳
重
に
抗
議
し
、

今
後
の
核
実
験
続

行
を
停
止
す
る
措

置
を
た
だ
ち
に
と

る
よ
う
求
め
る
決

議
が
可
決
さ
れ
た
。

建
設
さ
れ
、
数
年
も
す
れ
ば
荒
廃
し

て
手
の
つ
け
よ
う
が
な
く
な
り
、
周

辺
の
人
が
大
変
困
っ
て
い
る
。

県
の
関
係
職
員
に
お
願
い
し
て
も
、

完
成
後
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
管
理
計
画
も
な
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
個
人
が
お
願
い
し

て
も
何
ら
取
り
上
げ
て
く
れ
な
い
の

が
現
状
で
す
。
町
村
長
会
で
検
討
さ

れ
、
県
に
働
き
か
け
て
頂
き
、
今
後

の
対
策
を
お
願
い

し
た
い
わ
け
で
す

が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
お
考
え
を
伺

い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
砂
防
ダ
ム
は
、
本
来
人
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
設
置
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
住
宅
地
の
近

く
に
造
る
の
も
大
き
な
効
果
に
つ
な

小藪に完成した砂防ダム



？。箇R。座） 1一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛劉倦 (4) 

最
近
の
観
光
客
は
、
ひ
な
び
た
温

泉
を
訪
ね
る
傾
向
に
あ
り
、
近
隣
町

村
で
も
温
泉
探
し
に
か
な
り
力
を
い

れ
て
い
ま
す
が
、
恵
ま
れ
な
い
よ
う

で
す
。
肱
川
町
で
は
、
そ
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
鹿
野
川
荘
を
購
入
し
湯

の
権
利
も
得
た
け
れ
ど
も
、
残
念
な

が
ら
現
在
の
小
藪
の
源
泉
で
は
小
藪

温
泉
に
客
の
多
い
時
に
は
、
不
足
し

て
い
る
現
状
で
す
か
ら
、
是
非
と
も

源
泉
開
発
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
豊
富
な
お
湯
に
恵
ま
れ
た
な

ら
ダ
ム
と
温
泉
の
ま
ち
と
し
て
有
力

な
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

温
泉
と
観
光
農
園
を
組
ん
だ
ツ
ア
ー

は
、
今
後
期
待
が
で
ぎ
る
と
思
い
ま

す。
文
化
は
人
が
運
ん
で
く
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
人
口
の
少
な
く
な
っ
た

肱
川
町
も
近
隣
か
ら
集
ま
る
人
で
活

気
づ
く
町
と
し
て
伸
び
て
い
く
た
め

0
源
泉
開
発
に
つ
い
て

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
指
摘
の
よ
う
に
、
県
が
買
収
し

た
堆
砂
地
で
は
、
荒
廃
が
進
み
有
害

鳥
獣
の
住
み
か
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
県
建
設
部

と
の
打
合
会
で
問
題
提
起
を
し
て
お

り
ま
す
。
近
く
要
望
箇
所
を
視
察
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

際
砂
防
ダ
ム
現
場
も
実
情
を
検
討
願

い
、
対
処
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

町
営
簡
易
水
道
、
共
同
給
水
施
設

等
を
順
次
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

猛
暑
・
干
ば
つ
で
異
常
気
象
が
続
ぎ

慢
性
的
な
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
水
洗
ト
イ
レ
の
普
及
や
生
活

台
水
道
行
政
に
つ
い
て

山

崎

迂

議

員

に
は
、
多
額
の
投
資
に
は
な
っ
て
も

こ
こ
で
思
い
切
っ
て
源
泉
開
発
に
取

り
組
ん
で
、
小
藪
温
泉
も
簡
保
セ
ソ

タ
ー
も
共
に
栄
え
る
温
泉
郷
を
目
指

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〔
町
長
〕
松
本
議
員
の
こ
意
見
に
は

す
べ
て
同
感
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
念
願
を
も
っ
て
考
え
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
数
年

前
に
も
、
下
石
丸
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を

や
り
ま
し
て
、
よ
い
泉
源
が
得
ら
れ

た
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
検
査

不
適
合
で
、
中
々
思
う
よ
う
に
ま
い

り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
有
望
な
箇
所
も
あ
り
、
他

力
本
願
で
待
っ
て
お
り
ま
し
て
、
か

な
り
の
時
間
を
経
過
し
て
い
る
よ
う

な
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
自
力

も
加
え
て
証
果
を
得
る
べ
く
努
力
し

ま
し
て
、
こ
意
見
の
如
き
効
果
と
、

鹿
野
川
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
す
べ

く
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
後
共
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
ね

が
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
向
上
、
ま
た
新
し
い
住
宅
や
施
設

の
建
設
に
伴
う
水
利
用
は
、
ま
す
ま

す
増
大
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
プ
ー

ル
用
水
、
消
火
栓
用
水
、
公
園
用
水

等
は
非
常
用
水
も
兼
ね
て
お
り
、
渇

水
期
の
水
利
用
に
供
給
が
追
い
つ
か

ず
根
本
的
に
は
給
水
施
設
の
能
力
が

不
足
し
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
際
、
再
点
検
し
て
、
予
備
タ

ソ
ク
の
設
置
、
ボ
ソ
。
フ
の
能
カ
ア
ッ

プ
、
新
し
い
水
源
の
確
保
等
対
策
を

検
討
し
て
、
ゆ
と
り
の
あ
る
水
道
行

政
を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
現
在
町
は
、
五
つ
の
水
道

施
設
を
管
理
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
道
野
尾
、
大
谷
を
除
く
三

施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
五
十

年
代
前
半
に
整
備
し
た
施
設
で
あ
り
、

生
活
様
式
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
一

人
当
た
り
の
使
用
量
が
計
画
時
に
比

ベ
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

中
継
ポ
ン
プ
、
取
水
ポ
ン
プ
の
改
良

を
進
め
水
量
の
確
保
に
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
意
見
の
如
く
ゆ
と
り
あ
る
水
道

行
政
を
行
い
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
急
峻

な
地
形
、
点
在
す
る
住
居
、
水
源
を

肱
川
本
流
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う

な
水
事
情
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
の
水
道
事
業
は
大
変
な
苦
労
が
あ

る
訳
で
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
、

ご
支
援
に
よ
り
や
っ
と
大
谷
地
区
水

道
の
整
備
を
終
え
た
ば
か
り
で
あ
り

ま
す
。
か
つ
水
不
足
に
長
年
苦
労
し

て
お
ら
れ
る
地
域
へ
の
対
応
を
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
在

正
山
地
区
水
道
委
員
会
を
設
置
し
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

か
ら
、
恵
ま
れ
た
地
域
は
節
水
意
識

を
も
っ
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

未
整
備
地
域
の
水
道
に
つ
い
て
は

現
在
努
力
中
で
あ
り
ま
す
。

国
の
農
業
新
政
策
で
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
が
制
定
さ
れ
、
全
国

の
ほ
ぼ
全
市
町
村
で
基
本
構
想
が
策

定
さ
れ
、
三
万
余
の
経
営
体
が
認
定

農
家
に
認
定
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

当
肱
川
町
で
の
基
本
構
想
は
ど
の
よ

う
に
策
定
さ
れ
、
農
家
の
認
定
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

き
ゅ
う
り
等
の
野
菜
、
た
ば
こ
等

は
、
ま
だ
有
利
な
基
幹
作
目
で
あ
り
、

又
酪
農
や
ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
等
の

大
型
生
産
法
人
及
び
、
各
地
区
の
機

械
利
用
組
合
の
稲
作
の
受
・
委
託
の

生
産
組
織
も
あ
り
、
意
欲
的
な
農
家

該
当
者
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
そ
れ

ら
を
掘
り
起
し
認
定
し
て
地
域
農
業

の
担
い
手
と
し
て
支
援
し
、
沈
滞
す

る
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

〔
町
長
〕
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
は
、

平
成
五
年
六
月
十
六
日
制
定
、
同
年

0)
認
定
農
業
者
制
度

に
つ
い
て

令月の写真で見る出来事
8 ---• -
／ 

し 9, •- . a

31 

ひ
ま
わ
り
（
顔
と
比

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
）

下
嵯
我
谷
竹
岡
政
尾
さ
ん

の
庭
で

8
/
1
1

小
児
成
人
病
検
診
の

親
子
料
理
教
室
（
正
山
小
）



(5)況穏）。怨） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 躙捌毎

八
月
二
日
施
行
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け

て
愛
媛
県
で
は
、
七
十
市
町
村
の
内
、

農
振
計
画
の
あ
る
六
十
六
市
町
村
に

於
い
て
、
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
肱
川
町
で
は
、
平
成
七
年
一
月
に

委
員
会
を
結
成
、
各
機
関
、
団
体
の

意
見
を
調
整
し
な
が
ら
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
構
想
を
策
定
い
た
し
ま
し
て
、
県

の
認
可
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
認
定
農
業
者
の
受
け
入

れ
体
制
の
整
備
を
進
め
て
来
て
お
り

ま
す
が
、
体
制
が
整
い
次
第
、
各
営

農
林
推
進
会
議
、
農
協
の
部
会
等
を

通
じ
て
認
定
農
業
者
制
度
の
説
明
会

、
等
を
行
い
農
家
へ
の
周
知
を
図
り
、

町
内
の
認
定
志
向
農
家
の
認
定
を
進

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
合
の
と
こ
ろ
融
資
制
度
を
除
い

て
余
り
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
、
ど
の
市

町
村
も
認
定
希
望
者
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
県
で
も
六
千
経
営
体
を
目
標

に
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
目
標

達
成
率
は
七

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
状
況
で
す
の
で
、
当
町

で
は
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
状
況
を
見

き
わ
め
な
が
ら
認
定
を
進
め
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

山
口
吉
浩
議
員

現
在
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
人
口
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め

に
も
、
各
地
区
ご
と
に
宅
地
の
造
成

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

瓜
畦
団
地
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

新
し
い
町
づ
く
り
、

即
ち
住
宅
地
を

造
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
、
町
の
中
心
で
あ
る
鹿
野
川

近
辺
に
お
け
る
宅
地
不
足
は
深
刻
で

す
。
定
住
を
促
進
し
、
町
の
将
来
を

担
う
町
民
の
生
活
設
計
を
立
て
や
す

く
す
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
住
宅
環
境
整
備
公
団

は
、
二
十
年
も
前
か
ら
借
家
よ
り
も

持
ち
家
を
造
る
方
向
に
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。

町
内
に
就
業
の
場
を
持
ち
な
が
ら

も
町
外
に
住
む
方
が
多
く
な
れ
ば
、

町
の
活
力
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

住
宅
地
造
成
は
町
の
将
来
を
左
右
す

る
最
大
の
課
題
で
す
。

早
期
に
宅
地
造
成
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す。

〔
町
長
〕
定
住
促
進
の
た
め
の
宅
地

の
必
要
性
は
、
理
解
で
き
る
と
こ
一・「

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
土
地
の
需
要

は
価
格
、
利
便
性
、
環
境
な
ど
に
大

き
く
左
右
さ
れ
ま
す
か
ら
、
各
地
区

8
住
宅
地
の
造
成

に
つ
い
て

がけ崩れ危険箇所の調査

均
一
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん。

し
か
し、

色
々
地
域
の
個
人
の
努

カ
、
地
域
課
題
へ
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
て
、
行
政
支
援
を
必
要
と

す
る
場
合
は
、
連
携
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
野
川
地
区
そ
し
て
下
流
域
に
お

い
て
は
、
特
に
宅
地
造
成
と
い
う
の

は
、
効
果
的
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
し、

鹿
野
川
の
宅
地
造
成
も

重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が、

何
ハ
刀
土
地
が
無
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
す
で
に
瓜
畦
団
地
と
い
う
風
お

こ
し
の
先
例
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ご
検
討
頂
き
ま
し
て
、

鹿
野

川
あ
る
い
は
下
流
地
域
に
お
き
ま
し

て
宅
地
造
成
を
や
っ
て
行
こ
う
と
い

う
新
た
な
風
を
行
政
と
共
に
起
こ
し

て
頂
く
な
ら
ば
、
非
常
に
幸
せ
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す。

'ヽ_ノ一
、
本
年
一
月
、
阪
神
大
震
災
が
不

（
 
幸
に
も
起
こ
り
、
生
命
・
財
産
を
一

瞬
の
内
に
失
い
ま
し
た
。
肱
川
町
に

お
い
て
も
、
大
地
震
・
大
雨
台
風
な

ど
で
甚
大
な
被
害
が
出
る
こ
と
も
予

想
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
滑
り
・
土
砂
崩
れ
な

ど
危
険
箇
所
の
再
点
検
を
実
施
し、

災
害
に
対
し
万
全
の
備
え
を
必
要
と

し
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ム
建
設
に
は
、

ま
だ
時
間
を
要
す
る
わ
け
で
、
建
設

に
関
係
す
る
箇
所
の
道
路
、
河
川
な

ど
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
良
工
事
を

進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

〔町
長
〕
町
で
は
、
人
家
の
防
災
対

策
と
致
し
ま
し
て「
が
け
崩
れ
防
災

対
策
事
業
」
を
毎
年
三
件
程
度
実
施

/
9
/
1
5

敬
老
行
事
（
正
山
）

今
年
も
元
気
に
参
加
（肱
流
苑
）

0
災
害
対
策
及
び

防
災
体
制
に
つ
い
て

9
/
1
5

敬
老
行
事
（
中
央
）

今
年
も
元
気
に
参
加

（
肱
川
町
公
民
館
）
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公務災害防止対策推進事業で購入した発電機

し
ま
し
て
、
延
べ
五
十
三
箇
所
を
県

の
補
助
を
受
け
ま
し
て
実
施
致
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
五
戸
以
上
の
人
家
が
対
象

の
が
け
崩
れ
防
災
工
事
は
、
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
と
い
う
事
業
が
あ

り
ま
し
て
現
在
上
鹿
野
川
の
「
ひ
じ

建
」
の
近
く
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

地
滑
り
等
に
つ
き
ま
し
て
も
久
下

地
区
、
八
重
栗
地
区
で
現
在
県
に
よ

る
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
必
要

が
あ
れ
ば
対
策
工
事
が
順
次
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
地
形

土
地
の
状
況
の
悪
い
町
で
こ
ざ
い
ま

す
か
ら
、
十
分
災
害
の
防
止
に
つ
き

ま
し
て
留
意
し
て
や
っ
て
行
か
ね
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

防
災
に
つ
き
ま
し
て
の
、
事
業
も

住
民
の
方
々
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た

も
の
を
県
へ
要
望
い
た
し
ま
し
て
、

順
次
工
事
が
進
め
ら
れ
て
行
き
ま
す

し
、
そ
れ
ら
の
危
険
箇
所
の
点
検
に

つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年

一
回
六
月
の

初
め
に
県
建
設
部

・
消
防
署

・
警
察

署
•

町
が

一
斉
点
検
を
行
っ
て
お
る

と
こ
ろ
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
も
防
災
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
自
ら
を

守
る
努
力
と
住
民
を
守
る
行
政
役
割

と
の
連
携
の
中
で
、
お
気
持

ち
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

住
民
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
、
対
策
な
ど
を
定
め
る
、

仮
称
、
肱
川
町
災
害
対
策
要

項
を
現
在
策
定
中
で
あ
り
、

年
度
内
に
固
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ダ
ム
関
係
で
は
、
地
す
べ

り
災
害
発
生
の
危
険
箇
所
の

調
査
等
は
、
継
続
的
に
入
念

に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ヽ
~

二
、
火
災
な
ど
が
起
こ
る
と

（
 

地
形
が
山
あ
い
の
た
め
、
消
火
活
動

は
困
難
を
き
し
か
ね
ま
せ
ん
。
水
利

の
確
保
に
時
間
を
要
す
る
わ
け
で
、

防
火
用
水
の
増
設
、
消
火
活
動
に
欠

か
せ
な
い
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
デ
ジ
タ

ル
を
使
っ
た

ハ
イ
テ
ク
通
信
機
器
を

導
入
し
、
充
実
し
た
防
火
対
策
を
講

じ
る
べ
ぎ
で
す
。
で
な
け
れ
ば
、
町

の
危
機
管
理
能
力
を
問
わ
れ
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
分
団
詰
所
も
狭
く
、
活

動
す
る
度
に
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。

多
人
数
を
収
容
で
ぎ
る
詰
所
の
建
設

改修された大谷川護岸 ]
）

小
河
川
の
護
岸
工
事

に
つ
い
て

も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
に
一

度
は
町
民
を
あ
げ

て
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
に
対

す
る
住
民
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
も

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

御
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
消
防
関
係
に
つ
い
て
で
す

が
、
消
防
機
器
の
整
備
に
つ
い
て
は

常
に
留
意
努
力
し
て
お
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
て
、
ま
ず
ま
ず
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
時
代
の
進
展
に
伴
う
内

容
高
度
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

遺
憾
な
き
よ
う
研
究
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
ぬ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

分
団
詰
所
に
つ
い
て
も
他
町
村
と

同
様
の
規
格
を
保
っ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
、
特
別
の
場
合
は
公
民
館、

集
会
所
な
ど
を
併
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
先
に
申

し
ま
し
た
要
綱
検
討
の
さ
い
研
究
し

て
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

沖
野
恒
三
議
員

町
内
の
小
河
川
の
内
、
大
ぎ
い
と

思
わ
れ
る
大
谷
川
の
護
岸
工
事
も
大

分
進
ん
で
き
て
、
ふ
る
さ
と
の
川
の

イ
メ

ー
ジ
も
時
代
と
共
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
効
果
は
と
も

か
く
と
し
て
、
改
修
前
で
あ
れ
ば
ど

こ
か
ら

で
も
上
り
下
り
が
で
き
ま
し

た
。
と

こ
ろ
が
、
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
積

み
と
な
り
、
事
が
あ
る
時
に
降
り
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
が

現
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
消
防
用
水
の

件
も
含
め

て
、
五
ー
六
十
メ
ー

ト
ル
お
ぎ
く
ら
い
に
は
、
上
り

下
り
の
箇
所
を
造
る
工
法
を
と

る
べ
ぎ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す。〔町
長
〕
大
谷
川
の
護
岸
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
面
改
修

で
は
な
く
災
害
復
旧
工
事
等
の

部
分
改
修
が
大
部
分
で
す
の
で、

降
り
道
が
不
足
す
る
な
ど
の
問

題
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

合
後
は
、
こ
指
摘
の
よ
う
な

9
/
1
5

敬
老
行
事（
大
谷
）

な
ご
や
か
に
会
食

（
大
谷
小
学
校
）

9
/
1
5

敬
老
行
事
（
岩
谷
）

愛
好
者
に
よ
る
大
正
琴
の

演

奏

（

岩

谷
公
民
館
）
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こ
と
を
配
慮
し
て
工
事
を
実
施
す
る

よ
う
県
に
申
し
入
れ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
農
道
の
開
通
は
、
関
係
地
域

に
と
っ
て
早
期
の
完
成
が
待
望
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
大
谷
地
区

に
と
っ
て
は
地
区
の
幹
線
で
あ
り
ま

す
。
県
道
三

0
八
号
大
谷
橋
蔵
川
線

の
改
修
の
内
、
特
に
早
期
着
工
を
望

ん
で
お
り
ま
す
大
平
大
谷
橋
間
の
エ

事
の
代
替
道
路
と
し
て
の
関
係
か
ら

も
完
成
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
い
つ
頃
完
成
の
予
定
で
あ

る
か
伺
い
た
い
。

〔
町
長
〕
本
路
線
の
工
事
も
大
詰
め

と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
一
期
地
区

大
屋
敷
側
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

七
年
度
完
成
の
予
定
で
あ
り
、
二
期

地
区
久
下
側
は
、
順
調
に
行
け
ば
、

平
成
十
年
度
完
成
の
予
定
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

町
の
方
で
も
一
日
も
早
い
完
成
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
の
で
県
に
そ
の

よ
う
に
要
望
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
一
期
二
期
が
同
時
着
工
し

て
頂
く
よ
う
な
こ
と
、
あ
る
い
は
過

疎
農
道
と
し
て
、
す
べ
て
国
県
で
負

担
を
し
て
頂
い
て
立
派
な
道
路
が
開

設
し
て
い
る
わ
け
で
、
感
謝
を
い
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

後
は
一
日
も
早
い
完
成
を
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

＠
過
疎
農
道
久
下
大
屋
敷
線

の
開
通
時
期
に
つ
い
て

平
成
四
年
三
月
三
十
日
の
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
町
長
が
ダ
ム
受
入
を

表
明
さ
れ
て
以
来
、
種
々
の
経
過
を

た
ど
り
な
が
ら
も
早
く
も
三
年
が
、

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

町
の
振
輿
計
画
そ
の
他
の
基
本
と

も
関
連
の
あ
る
懸
案
事
項
の
県
道
大

洲
北
平
線
の
付
替
県
道
ル
ー
ト
決
定

の
件
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
町
長
に
お
個
い
し
た

、0し〔
町
長
〕
地
域
振
興
計
画
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
建
設
省
・
県
・
推
進
協

議
会
と
IBJ
の
四
者
で
構
成
す
る
山
鳥

坂
ダ
ム
行
政
連
絡
協
議
会
に
お
い
て

検
討
協
議
を
し
て
参
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ご
指
摘
の
如
く
、
県
道
の
付
替

ル
ー
ト
の
決
定
が
な
け
れ
ば
最
終
的

な
計
画
策
定
が
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、
水
没
地
域
の
方
々
の
生
活

再
建
計
画
も
立
て
に
く
い
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

県
道
付
替
ル
ー
ト
決
定
が
ダ
ム
事

業
進
捗
の
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
認
識
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

又
、
反
面
こ
の
）

4
卜
決
定
は
、

肱
川
町
の
中
心
地
鹿
野
川
の
盛
衰
に

係
わ
る
も
の
と
し
て
の
、
地
域
住
民

の
方
々
の
苦
焙
も
充
分
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
と
し
て
は
、
地
域
住

国
山
鳥
坂
ダ
ム

に
つ
い
て

鹿野川湖でへらぶなづりを

楽しむつり人

民
の
意
見
を
充
分
聞
き
な
が
ら
、
町

の
意
見
も
述
べ
、
最
良
の
決
定
を
し

た
い
と
考
え
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
反

対
期
成
同
盟
会
及
び
商
店
街
活
性
化

推
進
委
員
会
と
の
話
し
合
い
の
場
を

多
く
し
て
協
議
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

来
る
十
月
六
日
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
反
対
期
成
同

盟
会
と
の
協
議
に
は
、
建
設
省
・
県

に
も
ご
出
席
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
し
、
又
商
店
街
活
性
化
推

進
委
員
会
と
も
近
々
建
設
省
を
交
え

協
議
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま

す。
こ
の
付
替
ル
ー
ト
は
、
合
後
鹿
野

川
よ
り
上
流
に
住
む
方
々
の
永
遠
の

幹
線
ル
ー
ト
で
あ
り
ま
す
し
、
又
鹿

野
川
地
区
の
振
興
に
も
寄
与
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
ル
ー
ト
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
重
要
性
を
深
く
お
も

ん
ば
か
れ
ば
、
近
い
将
来
よ
り
良
い

結
誦
が
出
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

平
成
四
年
三
月
発
行
の
「
新
し
い

町
創
造
計
画
」
で
「
ダ
ム
の
町
肱
川
」

が
掲
げ
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
夏
に
は
、

全
国
ダ
ム
サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ
、

ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー
ト
大
会
等
も
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
鹿
野
川
ダ
ム
の

名
物
と
な
る
よ
う
今
後
も
是
非
続
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

へ
ら
ぶ
な
が
釣
れ
る
ダ
ム
、
ボ
ー

ト
大
会
が
で
き
る
ダ
ム
、
野
鳥
が
日

本
一
多
い
ダ
ム
、
こ
う
考
え
て
み
た

と
ぎ
近
隣
に
な
い
個
性
の
あ
る
ダ
ム

だ
と
思
い
ま
す
が
、
残
念
環
境
整
備

が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

8
鹿
野
川
ダ
ム
湖
面
の

利
用
に
つ
い
て

泉

福

男

議

員

9
/
1
5

敬
老
行
事
（
予
子
林
）

今
年
も
元
気
に
参
加

（
予
子
林
小
学
校
）

9
/
1
5

敬
老
行
事
（
中
津
）

石
っ
ち
神
社
御
神
体
に
よ

る
加
持
祈
と
う
（
中
津
集
会
所
）
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ヽ`
j一
、
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の
五
レ
ー
ソ
の

（
 
計
画
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

）
で
し
ょ
う
か
。

二
、
ボ
ー
ト
を
調
整
す
る
場
所
が

不

（
 
十
分
で
、
又
建
物
は
中
途
半
端
で
環

境
も
よ
く
な
い
が
、
周
辺
の
整
備
を

急
ぐ
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
計

画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

‘.
j
 
三
、
野
鳥
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

（
 
に
対
応
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〔
町
長
〕
鹿
野
川
ダ
ム
は
、
肱
川
町

に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
ダ
ム
は
洪
水
調
節
、

発
電
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
ダ
ム
が
存
在
す
る

以
上
、
ダ
ム
に
親
し
み
、
ダ
ム
の
良

さ
を
引
き
出
し
、
積
極
的
利
活
用
を

計
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、
あ
え
て

「
ダ
ム
の
町
肱
川
」
を
称
え
、
町
の
個

性
の
一
っ
と
考
え
て
お
り
、
特
に
湖

面
利
用
の
活
性
化
、
親
水
性
を
高
め

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
0
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

「
河
辺
川
ダ
ム
（
山
鳥
坂
ダ
ム
）
建
設

に
伴
う
地
域
振
興
課
題
」
で
、
二
千

メ
ー
ト
ル
八
レ
ー
ン
を
要
望
い
た
し

ま
し
た
が
、
事
業
量
、
技
術
的
、
又

県
立
自
然
公
園
内
と
い
う
環
境
面
か

ら
も
困
難
で
あ
り
、
現
在
一
千
メ
ー

ト
ル
三
レ
ー
ン
を
一
千
メ
ー
ト
ル
四

レ
ー
ン
と
す
る
改
良
に
つ
い
て
は
、

国
と
協
議
す
る
旨
回
答
が
あ
り
、
又
、

そ
れ
に
先
立
ち
「
河
辺
川
ダ
ム
（
山
鳥

坂
ダ
ム
）
建
設
に
伴
う
地
域
振
興
計

画
に
係
る
基
本
的
重
要
課
題
に
対
す

る
回
答
」
に
お
い
て
は
、
県
よ
り
「
ポ
ー

ト
コ
—
ス
の
改
良
は
、
技
術

・

環
境

等
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
一
千
メ
ー

ト
）
コ
ー
ス
の
常
時
四
レ
ー
ン
で
早

期
に
実
施
し
ま
す
。
」
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
、
ご
承
知
の

よ
う
に
何
の
進
展
も
し
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
当
町
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
が
、

県
の
対
応
に
も
問
題
か
あ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
合
回
関
係
機
関
と
の
個

別
協
議
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
早
期
実
現
に
向
け
て
の
話

し
合
い
が
出
来
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
た
だ
、
平
成
六
年
一
月
に

漕
艇
競
技
の
規
則
改
正
が
あ
り
、
当

町
が
考
え
て
お
り
ま
す
B
級
大
会
は
、

コ
ー
ス
が
五
レ
ー
ン
必
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
検
討
の
た
め

若
干
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
要

望
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

0
次
に
周
辺
整
備
の
問
題
で
す
が
、

ご
承
知
の
と
お
り
ダ
ム
湖
競
技
の
運

営
も
道
路
上
で
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
状

況
で
競
技
場
と
し
て
の
形
を
な
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

も
県
に
要
望
し
て
お
り
、
合
後
ダ
ム

行
政
連
絡
協
議
会
、
個
別
協
議
議
題

と
し
て
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
次
に
野
鳥
に
つ
い
て
で
す
が
、
野

鳥
の
飛
来
が
多
い
こ
と
は
、
環
境
の

よ
い
証
左
で
あ
ろ
う
と
考
え
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
合
後
も
充
分

配
意
し
て
い
か
ね
ば
と
考
え
ま
す
。

風
お
こ
し
パ
ー
ト
II
、
自
然
保
護

運
動
の
推
進
の
研
究
方
向
と
し
て
、

ひ
じ
か
わ
野
鳥
の
会
の
結
成
が
企
画

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
あ
り
が
た
＜

思
い
ま
す
。
連
携
協
力
し
て
す
べ
て

に
住
み
よ
い
町
と
し
て
い
き
た
く
存

じ
ま
す
。
県
の
ご
配
慮
で
鹿
野
川
湖

大
橋
の
完
成
も
間
近
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
完
成
後
様
子
を
見
ま
し
て
、

観
鳥
施
設
な
ど
も
考
え
て
み
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

肱
川
町
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
田

畑
が
荒
廃
し
て
い
ま
す
。
ま
た
山
も

同
じ
で
あ
り
ま
す
。

原
因
は
、
過
疎

・
高
齢
化
・
若
者

の
農
林
業
離
れ
、
そ
れ
に
生
産
物
の

低
価
格
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ほ
お
っ

て
お
く
と
過
疎
に
拍
車
が
か
か
り
、

町
の
衰
退
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

オシドリ

難
し
い
問
題
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
愛

媛
県
を
五
プ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
後
継

者
の
育
成
に
努
め
る
案
も
あ
る
そ
う

で
す
が
、
近
隣
の
町
で
は
、
す
で
に

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
林
業
後
継
者

育
成
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
町
で
も
、
農
業
機
械
共
同
利

用
集
団
が
三
地
区
あ
り
、
高
齢
化
社

会
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
肱
川
町
で
も
第
三
セ
ク
タ
ー

で
農
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
会

社
を
考
え
て
み
る
時
期
に
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
次
の
二
点
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

ーヽノ一
、
森
林
組
合
が
流
域
で
進
め
て
い

（
 
る
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

二
、
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
か
。

〔
町
長
〕
（
一

）に
つ
い
て
で
す
が
、

肱
川
流
域
の
行
政
•
森
林
組
合

・

事

業
体
等
で
構
成
す
る
肱
川
流
域
林
業

暑
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
斎

喜
多
中
流
域
林
業
労
働
力
確
保
問
題

に
対
処
す
る
た
め
検
討
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
大
洲
市
及
び
喜
多

郡
町
村
が
出
資
し
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー

方
式
に
よ
る
林
業
会
社
を
設
立
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

「
ま
だ
林
家
の
要
望
や
気
運
の
盛
り

上
が
り
が
な
い
」
こ
と
や
、
「
各
市
町

村
の
出
資
に
お
け
る
財
政
措
置
の
問

題
」
、
ま
た
「
実
際
の
作
業
区
域
に
対

す
る
不
安
や
疑
問
」
な
ど
と
い
っ
た

理
由
に
よ
り
、
時
期
尚
早
と
の
認
識

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

二
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
会
社
に
つ

（
 

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
肱
川
町
で
は
、

ご
存
知
の
と
お
り
、
林
業
に
お
い
て

は
、
肱
川
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ピ
ス
会
で

肱
川
の
森
林
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
に
お
い
て
は
、
水
稲

の
面
で
農
業
機
械
共
同
利
用
組
合
が

三
地
区
で
活
動
を
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
す
。
今
後
、
高
齢
化
等
の
問

題
も
あ
り
、
農
地
、
林
地
を
守
っ
て

い
く
組
織
の
検
討
は
重
要
な
課
題
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
合
回
の
議
会
で
提
案
し

て
お
り
ま
す
が
、
合
年
度
か
ら
五
年

間
の
予
定
で
中
山
間
地
活
性
化
推
進

事
業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
五
年
度
に
制
定
さ
れ

た
特
定
農
山
村
法
に
基
づ
い
て
、
中

山
間
地
域
の
農
林
業
に
活
力
を
お
こ

す
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
で
す
。

肱
川
町
の
農
林
業
の
方
向
性
を
示

し
て
い
く
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
農
林
業
の
作
業
組
織

に
つ
い
て
も
検
討
・
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
林
業

課
、
農
協
、
森
林
組
合
、
農
林
業
者

と
の
連
携
の
中
で
方
向
を
示
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。



(9)尻穏）。領 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂捌倦

年金週間 鬱鬱 0 •． ． 
「明Bのあなたを考えて…
年金はあなたがt人公です」

I平成7年11月6日から平成7年11月12日 I

「年金は、世代と世代の支え合い」
そうです。

本格的な、超高齢化社会の到来をひかえ、公的

年金制度の果たす役割はすべての国民にとっても

重要であります。

公的年金制度は、世代と世代の支え合いという

仕組みであり、これからの社会の中でなくてはな

らない制度なのです。

この大切な制度を安定的に揺るぎないものとし

ていくためには、「世代間扶養」を国民一人ひとり

が認識する必要があります。

“みなさん”

いつかは必ず自分自身が支えられるときが来ます。

年金に強い関心を持ってください。

年金は自分が主人公なのだということを理解して

ください。

平
成
七
年
七
月
二
十
一
日
に
死
去

さ
れ
た
山
口
清
政
氏
（
七
十
一
歳
）

が
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
七
月
二
十
一
日

付
で
勲
六
等
単
光
旭
日
章
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
が
、
九
月
五
日
に
県
庁
で

行
わ
れ
、
遺
族
を
代
表
し
て
山
口
吉

浩
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
氏
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月

地
域
住
民
の
信
望
を
一
身
に
担
っ
て

肱
川
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、
以
来

昭
和
六
十
二
年
四
月
ま
で
五
期
二
十

年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
こ
の

間
に
産
業
委
員
会
委
員
長
、
監
査
委

員
等
の
要
職
に
つ
か
れ
、
議
会
の
円

滑
な
運
営
と
産
業
の
振
興
、
町
民
の

福
祉
の
向
上
、
文
化
教
育
、
庁
舎
建

設
、
交
通
通
信
、
防
災
施
設
の
整
備

等
に
尽
力
し
、
高
邁
な
る
政
治
信
念

を
も
っ
て
肱
川
町
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
叙
勲
を
お
喜
び
申
し

上
げ
、
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す。

元
肱
川
町
議
会
議
員

故
山
口
消
政
氏

勲
六
等
単
光
旭

B
章
を
受
章

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
九
月
二
十
三
日
、
滝
山
の
赤
い
鳥

居
前
で
、
交
通
安
全
協
会
肱
川
支
部

婦
人
部
が
中
心
と
な
り
、
役
員
・
大

洲
警
察
署
の
皆
さ
ん
が
交
通
茶
屋
を

開
き
、
ヤ
ク
ル
ト
や
ア
メ
等
を
ド
ラ

イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全
運
転
と
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
を
呼
び
か
け
ま
し

た。
年
々
交
通
事
故
が
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、

一
人
ひ
と
り
が
安
全

運
転
に
心
が
け
肱
川
町
を
事
故
の

な
い
住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

三 二 ＝願をに ーひ
各‘+‘ふ十 い行お ひ

牟

地作ー作れ一期いいい
じ

区品月品あ月 たまて カ
かじ公巣塁

の持十提い十日しす手t五公g罷i塁
小ち五出ま九 まの作
邑込日締つ日 すでり

れ覧凶コ溢糾、¥
五み示切i五 °作巣あの凶ノ溢
へ場- 云- 品箱い人
集所 場

ま竺血ク溢
のコ

め
っ仮給溢

出ソ称 ~I 溢
； 誓予いそ磁ル塁
り おル場閏出作溢

凶溢
凶品溢

肱＊ひ五賃ホ轟親；四1公のは
川事じ主は lわ子イコ
IBJ務か 問ルな合デ‘

ニ凶募溢
ノ凶溢

電給局わ催わ紙い作ィク 凶負尾迅
話食野 な‘ ア'・ %1;―猛入
セ鳥い木児‘ル企Lし¥入
三ンの °材童実内公£つ¥

閂？全 出‘:閏容磁い塁
三内仮 品徒 等 出て溢
＾狡点 ‘ 以¥8喜 数大 給△公給△
oe ‘ 人

し鯰う翌チッ“とペルト

守う翌チッ山とルル

安全運転とシートベルト着用を呼びかけ

お父さん
嘉博さん

お母さん
正子さん

No.〈ホ創直切っ“”~〉 ＠ ー

あ

す

か

大
野
明
日
翔
ち
ゃ
ん（
中
居
谷
）

平
成
6
年
2
月
7
日
生

1
歳

8
か
月

こ
ん
に
ち
は
。
佳
奈
で
す
。

砂
遊
び
に
水
遊
び
、
お
風
呂

に
ワ
ソ
ワ
ソ
、
そ
し
て
な
に

よ
り
外
で
走
り
回
る
の
が
大

好
き
な
お
て
ん
ば
娘
'
•
ま
さ

に
”
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
“

で
す
。

ね
こ
が
大
好
き
。
犬
も
大
好

き
。
お
か
げ
で
我
が
家
の
ね
こ

は
迷
惑
顔
。
毛
を
む
し
ら
れ
、

し
っ
ぽ
を
引
っ
ぱ
ら
れ
：
・
で
も

そ
れ
が
、
明
日
翔
の
愛
情
表
現

な
の
で
す
。

お父さん
典継さん

お母さん
知美さん

か

な

冨
氷
佳
奈
ち
ゃ
ん
（
月
野
尾
）

平
成
6
年
1
月

14
日
生

1
歳
9
か
月



尻糖）。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 節`捌倦 (10)

第11回ひじかわふれあいまつり行事予定

行 事 名 時 間 行 事 名 時 問

子供相撲大会 g: 3 o,,..__,14:30 
西崎あさ乃ショウ 13:30,...____,15:oo 
安 川剣 友会公演

商工ふれあい市 10・00,__.,16・00 う まいもの市 10:00,....___,16・00 

林 業 展 10:00,-..__,16 00 こしひかり試食会 10:oor--....,16:00 

林 業 機 械 展 10-00,....__,16 00 海産物展示即売 g :00,...____,16 ・oo 

うどんコーナ ー 10.00,...__,16:oo グラソドゴルフ大会 8 :30,...____.,12 00 

乳製品コーナー 10:00,,..___,16・00 肱川郵便局臨時出張所 9 :00~16:00 

100円均ーコーナー 10・00,.......,16・00 よんでんふれあいコーナー 9 :30,....___,16 00 

天ぷらコーナ ー 1 0. 0 0 ~ 1 6 : 0 0 盆栽展示即売会 9 :00~16:00 

焼ぎ肉コーナー 10・00,..___,16 00 ファミコソ大会 9 :30,....___,15:00 

も ち ま き 12:40 チャレソジラソキソグ大会 9 :30,...____,12:00 

フワフワマリオ 10 oo,.._..,16:00 巣箱コソクール 9 :00----...,12:00 

移 動 動 物 園 10.00,.....,14 00 

集
い
、
く
つ
ろ
ぎ
、
ふ
れ
あ
い

を
求
め
て
今
年
も
第
11
回
肱
川
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
地
元
出
身
の
安
川
剣
友

会
の
公
演
、
そ
の
他
多
彩
な
催
し

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家

族
お
揃
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽

日

時

11
月
19
日
（
日
）
午
前

9
時
ー

午
後

4
時
ま
で
（
雨
天
決
行
）

▽

場

所

町
民
運
動
場

（
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
肱

川
中
学
校
）

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
へ
の
ご
案
内

第
11
回
ひ
じ
か
わ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
リ

鏡開きでイベント開催

此ク げW

なつかしい~ ドンパンの

実演

9月23日 蹴生闘l

松
山
地
区
肱
川
会
と
肱
川
町
と
の

共
催
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
ひ
じ

か
わ
イ
ベ
ソ
ト
松
山
広
場
」
を
今
年 街ではめずらしくなったすすきをもとめて

も
九
月

二
十
三
日
に
松
山
市
道
後
駅

前
「
放
生
園
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
肱
川
町
の
地
酒
「
風
の

里
」
で
鏡
開
き
を
行
っ
た
後
、
午
前

十
時
か
ら
イ
ベ
ソ
ト
広
場
の
幕
あ
け

と
な
り
、
郷
土
芸
能
で
あ
る
山
鳥
坂

し
め
神
楽
の
公
演
や
も
ち
ま
ぎ
、
お

楽
し
み
抽
選
会
、
特
産
品
及
び
町
内

で
栽
培
し
た
野
菜
の
販
売
、
ド
ソ
パ

ソ
の
実
演
、
肱
川
栗
の
即
売
等
を
行

い
、
肱
川
町
の

P
R
や
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

中
に
は
、
し
め
神
楽
を
熱
心
に
見

て
い
た
人
が
ア
ソ
コ
ー
ル
と
声
を
か

け
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

当
日
は
、
ち
ょ
う
ど
台
風
の
影
響

で
時
お
り
雨
が
降
る
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
十
時
の
開
始
を
待

た
ず
に
沢
山
の
人
が
訪
れ
終
日
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。



(11)況隠）。頷 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 節捌倦

n月9日はnが薔の日
く川上支署＞

＂q和恥忍珀

11月9日は「119番の日」です。

この日は、火災や救急などの災害が発生したとき、

消防署へ通報するための専用電話119番にちなんで

昭和62年に定められたものです。

みなさんは、自分の近くで火災や救急が発生した

とき、落ち着いて119番通報ができますか。 119番通

報の際、場所や状況を正しく伝えられないと、被害

が大きくなることも予想されます。

この日を機会に、住所や付近の目標物を書き込ん

だメモ等を、電話か貝やすいところに貼っておくな

どして、消防署への通報要領を家族みんなで話し合っ

ておきましょう。

また、いたずらで119番電話をかけると、 119番通

報の遅れにつながりますので緊急以外は使わないよ

うにしましょう。

今
回
は
、
地
震
の
時
の
避
難
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
地
震
時
の
避
難
場
所

は
ご
存
知
で
す
か
。

も
し
地
震
に
遭
っ
た
ら
、
避
難
は

冷
静
に
行
い
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に

従
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
避
難
の
タ
イ
ミ
ソ
グ
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
初
期
消
火
が
で
ぎ
ず
延
焼
拡
大
の

危
険
が
あ
る
と
ぎ

②
家
屋
の
倒
壊
や
山
崩
れ
の
恐
れ
が

あ
る
と
き

; ： i 

③
市
町
村

・
警
察
・
消
防
な
ど
か
ら

避
難
指
示
が
あ
っ
た
と
き

地
震
の
時
に
は
、
恐
怖
と
不
安
か

ら
パ
ニ
ッ
ク
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
非
常
に
危
険
な
状
況
と
言
え
ま

す。
正
し
い
情
報
を
入
手
し
、
災
害
時

の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
地
震
に
遭
い
避
難
す
る
時
は
、

避
難
す
る
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を

確
か
め
て
、
ガ
ス
栓
や
水
道
の
蛇
ロ

を
閉
め
て
か
ら
冷
静
に
避
難
し
ま
し
ょ

゜
ぅ

避
難
に
際
し
て
は
、
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
動
き
や
す
い
服
装
で
長
袖
・
長
ズ

ボ
ソ
な
ど
を
着
ま
し
ょ
う
。

②
自
動
車
で
は
避
難
せ
ず
徒
歩
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

③
で
き
る
だ
け
家
族
全
員
又
は
近
所

の
人
達
と
グ
ル

ー
プ
で
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

④
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
頭
ぎ
ん
な
ど
で
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
お
年
寄
り
や
子
供
は
、
し
っ
か
り

手
を
握
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

⑥
避
難
は
指
示
さ
れ
た
場
所
へ
行
き

ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
フ
ォ
ト
コ
ソ
テ
ス
ト
は
、
肱

川
流
域
（大
洲
市

・
喜
多
郡
）
の
自
然
・

景
観
を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
し
、

当
肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会
の
流

域
市
町
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活

性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

1

応
募
方
法

申
込
用
紙
に
作
品
名
・
氏
名
・
住

所

・
電
話
番
号
・
撮
影
場
所
年
月
日

・

作
品
の
コ
メ
ソ
ト

2
受
付
期
間

平
成
七
年
十
月

一
日
ー

十

一
月
三
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

3
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

4
作

品

●
サ
イ
ズ
は
四
切
・
ワ
イ
ド
四
切

●
白
黒
・

カ
ラ
ー
い
ず
れ
も
可

●
写
真
枚
数
は
一
人
五
枚
ま
で

ふるさと

交通事故相談
電話 ：（0899)45-2335（直通）

相談日：月曜日から金曜日

午前9時30分～午後 4時40分
0専門の相談員が親身になってご相談に応じます。

0弁護士相談日：毎週木曜日 午後1時～4時

松山自動車保険請求センター

●
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

5
発

表

平
成
八
年
一
月

6
表

彰

一
席（

一

点

）

五

万

円

二
席
（
二
点
）
各
二
万
円

三
席
（
三
点
）
各
一
万
円

入
賞
（
五
点
）
各
五
千
円

佳
作
（
数
点
）
記
念
品

7
主

催

肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会

（大
洲
市
・
長
浜
町
・
内
子
町
・

五
十
崎
町
・
肱
川
町
・
河
辺
村
）

8
応
募
先
（お
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
七
九
五

大
洲
市
大
洲
六
九

0
番
地
の

一

大
洲
市
役
所
企
画
調
整
課
内

€
C
O八
九
三
ー

ニ
四
ー

ニ
―
―

―

（
内
線
三
七
九
）
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全国戦没者追悼式に参加して

8月15日…日本武道館
県口

第
二
十
二
回
愛
媛
県
農
山
漁
村
ふ

る
さ
と
づ
く
り
推
進
大
会
が
、
九
月

六
日
に
松
山
市
の
愛
媛
県
民
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
「
や
ま
と
生
活
改
善
グ
ル
ー

。
フ
・
会
長
大
塚
千
鶴
江
さ
ん
(
+
三

人
）
」
が
、
優
良
農
山
漁
家
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
愛
媛
県
知
事
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

「
や
ま
と
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
」
は

昭
和
六
十
年
度
に
グ
ル
ー
プ
を
結
成

以
来
、
健
康
を
考
え
た
自
給
生
活
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
自
家
生

五
十
回
目
の
終

戦
記
念
の
八
月
十

五
日
政
府
主
催
の

全
国
戦
没
者
追
悼

式
が
東
京
北
の
丸

公
園
の
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
愛
媛
県
遺

族
代
表
参
列
者
の

一
員
と
し
て
、
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
概
要
を

御
報
告
致
し
ま
す
。

八
月
十
四
日
午

前
十
一
時
松
山
空

港
集
合
、
愛
媛
県

遺
族
代
表
者
六
十

人
、
県
の
世
話
人

産
物
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
ぎ
ま
し

た
。
平
成
二
年
七
月
に
は
、
町
内
の

下
石
丸
に
「
に
こ
に
こ
無
人
市
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
又
、
肱
川
町
の
花
の

シ
ー
ズ
ソ
に
は
、
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー

で
「
日
曜
市
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
の
中
で
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
、
町
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
ぎ
ま
し
た
。
今
後

さ
ら
に
、
特
産
品
開
発
へ
の
取
り
組

み
等
、
パ
ー

ト
II
の
新
し
い
風
を
起

こ
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

四
人
、
日
赤
愛
媛
支
部
看
護
婦
一
人

計
六
十
五
人
の
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

十
二
時
松
山
空
港
発
、
十
三
時
二
〇

分
東
京
羽
田
空
港
着
。
早
速
帝
京
観

光
貸
切
バ
ス
に
乗
車
。
バ
ス
ガ
イ
ド

の
説
明
を
聞
ぎ
な
が
ら
都
内
見
学
。

明
治
神
宮
続
い
て
靖
国
神
社
参
拝
を

行
い
（
全
員
社
前
に
て
記
念
撮
影
）
次

に
浅
草
へ
詣
で
当
日
の
観
光
を
す
ま

せ
ま
し
た
。
十
七
時
―
―

10分
東
池
袋

に
有
る
プ
リ
ソ
ス
ホ
テ
ル
着
。
複
合

都
市
の
理
念
を
実
現
し
た
太
陽
の
都

サ
ソ
シ
ャ
イ
ソ
・
シ
テ
ィ
超
高
層
ビ

ル
で
、
地
上
六
十
階
地
下
三
階
の
建

物
で
あ
り
、
私
達
は
三
十
一
階
の
客

室
に
入
り
ま
し
た
。
当
日
の
夕
食
は

東
京
で
最
も
空
に
近
い
五
十
九
階
に

在
る
、
レ
ス
ト
ラ
ソ
で
雄
大
な
東
京

の
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
フ
ラ
ソ
ス
料

理
と
、
世
界
の
銘
酒
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
、
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
。
午
前
十
一
時
四

0
分
ま

で
に
参
列
者
が
式
場
に
参
集
し
所
定

の
位
置
に
つ
ぎ
、
午
前
十
一
時
五
〇

分
厚
生
政
務
次
官
が
開
会
の
辞
を
述

べ
ら
れ
た
後
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が

御
監
場
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
内

閣
総
理
大
臣
が
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、

両
陛
下
が
所
定
の
位
置
に
お
立
ち
に

な
り
ま
し
た
。
前
方
の
祭
壇
一
面
に

黄
白
の
菊
の
花
で
飾
ら
れ
た
花
の
薫

る
中
に
立
て
ら
れ
た
、
「
戦
没
者
慰

霊
の
塔
」
に
向
か

っ
て
、
正
午
の
鐘

の
音
を
合
図
に
会
場
の
全
員
が
半
世

紀
前
の
悲
惨
な
戦
争
と
戦
没
者
に
想

い
を
め
ぐ
ら
し
一
分
間
の
黙
と
う
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
天
皇
陛
下

か
ら
お
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
内

閣
総
理
大
臣
の
式
辞
の
あ
と
、
衆
参

両
院
議
長
、
来
賓
が
追
悼
の
辞
を
述

べ
ら
れ
、
最
後
に
遺
族
代
表
者
が
追

悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
天
皇
皇
后 全国戦没者追悼式

両
陛
下
が
御
退
場
の
後
、
内
閣
総
理

大
臣
、
厚
生
大
臣
そ
の
他
来
資
に
続

い
て
地
方
公
共
団
体
代
表
者
並
び
に

各
都
道
府
県
遺
族
代
表
一
人
ず
つ
が

菊
の
花
を
献
花
し
ま
し
た
。
愛
媛
代

表
者
は
城
川
町
魚
成
の
山
内
哲
夫
氏

が
献
花
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
厚

生
事
務
次
官
が
閉
式
の
辞
を
述
べ
参

列
者
が
順
次
退
出
し
ま
し
た
。

時
に
十
三
時
四
十
五
分
、
我
等
愛

媛
班
は
再
度
貸
切
バ
ス
に
乗
車
、
皇

居
見
学
を
す
ま
せ
た
あ
と
、
羽
田
空

港
に
向
か
い
十
七
時
発
松
山
行
全
日

空
に
て
、
十
八
時
二

0
分
松
山
空
港

に
着
き
一
同
無
事
責
任
を
は
た
し
お

え
た
喜
び
を
か
み
し
め
合
い
、
再
会

を
語
り
合
い
一
路
我
が
家
へ
向
か
い

ま
し
た
。

さ
て
今
日
私
達
は
半
世
紀
と
言
う

五
十
回
目
の
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
日
を
迎
え
只
々
感
慨

は
大
ぎ
く
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
当
時

東
京
市
ケ
谷
の
陸
軍
省
参
謀
本
部
陸

軍
航
空
通
信
隊
に

て
、
軍
務
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
隊
員
正
午
屋
上

に
集
合
の
連
絡
通
達
が
あ
り
、
昭
和

天
皇
み
ず
か
ら
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受

諾
を
告
げ
る
放
送
を
聞
ぎ
ま
し
た
。

此
の
玉
音
放
送
に
よ
っ
て
、
太
平
洋

戦
争
は
終
結
し
た
の
で
す
。
だ
れ
ひ

と
り
と
し
て
日
本
人
は
大
き
な
衝
撃

を
受
け
な
か
っ
た
者
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
わ
が
国
の
今
日
の
姿
が
先
の
太

平
洋
戦
争
の
お
び
た
だ
し
い
艤
牲
者

と
国
土
の
荒
廃
に
よ
っ
て
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
現
実
で

肱
川
町
遺
族
会
理
事

有

友

皇
后
宮
御
歌

御
制

勇

ら環•-． 

す
。
戦
後
五
十
年
と
言
う
節
目
の
年

に
当
た
り
私
た
ち
は
、
あ
の
惨
烈
を

極
め
た
戦
争
に
よ
っ
て
得
た
、
痛
ま

し
く
悲
し
い
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
若
い
世
代
に
語
り
継
い
で

ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に
今
回
の
全
国
戦
没
者
追

悼
式
の
参
加
記
念
と
し
て
財
団
法
人

日
本
遺
族
会
よ
り
贈
ら
れ
た
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
御
制
、
皇
后
宮
の
御
歌

の
色
紙
を
頂
き
ま
し
た
の
で
書
ぎ
そ

え
ま
す
。

戦
後
五
十
年
遺
族
の
上
を
思

ひ
て
よ
め
る
。

国
が
た
め
あ
ま
た

逝
き
て
を
悼
み
つ
つ

平
ろ
け
き
世
を
願
ひ

あ
ゆ
ま
む

戦
後
五
十
年
遺
族
の

上
を
思
い
て
よ
め
る
。

い
か
ば
か
り

難
か
り
に
け
む

た
づ
さ
へ
て

噂
万
玩
尻
し

五
十
年
の
道
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健常者とのふれあい事業開催

宇和町、奥伊予（城川町）

身障者更生会

社
協
だ
よ
り

身
体
障
害
者
中
•
四
国
福
祉
大
会

が
、
九
月
六
日
に
徳
島
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
肱
川
町
か
ら
は

岡
村
会
長
他
十
一
人
参
加
さ
れ
、
中

四
国
の
方
々
と
仲
間
意
識
を
密
に
さ

｀
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
中

・
四

国
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
今

年
度
徳
島
県
が
主
催
県
と
な
り
ま
し

た
。
喜
多
郡
か
ら
は
バ
ス
ニ
台
に
分

乗
し
、
香
川
•
徳
島
県
の
観
光
地
を

見
学
の
あ
と
淡
路
島
の
洲
本
温
泉
に

て
一
泊
し
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

大
会
に
お
い
て
次
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ

身
障
者
中
四
国
福
祉
大
会

徳
島
市
に
て
開
催

を
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
障
害
者
の
十

年
を
推
進
し
よ
う
。

一
、
障
害
者
に
配
慮
し
た
、
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
。

一
、
障
害
者

一
人
ひ
と
り
の
自
主
性

の
確
立
を
図
ろ
う
。

一
、
身
体
障
害
者
の
雇
用
の
拡
大
と

促
進
を
図
ろ
う
。

平
成
八
年
度
は
島
根
県
松
江
市
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、

再
会
す
る
事
を
祈
し
て
閉
会
し
ま
し

゜肱
川
町
身
体

障
害
者
更
生
会

で
は
八
月
二
十

二
日
、
健
常
者

と
の
ふ
れ
あ
い

事
業
と
し
て

一

日
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

更
生
会
の
会

員
十
六
人
が
参

加
し
て
、
宇
和

町
歴
史
民
俗
博

物
館
、
日
吉
村

の
民
俗
資
料
館
を
見
学
し
歴
史
の
勉

強
を
行
い
ま
し
た
。
歴
史
民
俗
博
物

館
に
お
い
て
は
、
日
本
文
化
の
あ
け

ぽ
の
か
ら
近
代
日
本
ま
で
の
展
示
物

に
参
加
者
も
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
夏
休
み
も
後
半
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
博
物
館
に
は
多
く
の
見
学

者
が
来
館
し
て
お
り
、
健
常
者
と
の

ふ
れ
あ
い
も
出
来
ま
し
た
。
城
川
町
、

日
吉
村
と
回
り
、
秋
の
お
と
ず
れ
が

た
だ
よ
う
奥
伊
予
を
見
て
帰
り
ま
し

こ。f
 

肱川町社会福祉協議会
ff (0894) 34 -2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
ぎ
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八

重

栗

冨

永

大

平

丸

川

広

常

森

久

保

松

原

喜
多
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
が
九
月
二
十
日

に
河
辺
中
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
郡
内
よ
り
精
鋭
三
十

ニ
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
肱
川
町
か
ら

も
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
小

園
郡
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
白

肱
川
町
、
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
毎
年
、
町
内
に
在
住
さ
れ

て
い
る
満
七
十
歳
以
上
で
独
居
老
人

の
方
々
に
「
ま
ご
こ
ろ
、
ゆ
う
パ
ッ

ク
」
を
贈
り
ま
し
た
。
敬
老
の
日
を

前
に
町
内
約
六
十
人
お
ら
れ
る
方
々

に
対
し
、
日
用
品
、
し
好
品
な
ど
を

詰
め
合
わ
せ
た
小
包
み
を
贈
り
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
お
元
気

に
す
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

尚
、
こ
の
費
用
は
、
肱
川
町
と
共

ま
ご
こ
ろ
ゆ
う
パ
ッ
ク

郡
老
連
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

員
盛
様

吉
高
様

清
忠
様

重
徳
様

熱
し
た
試
合
と
な
り
、
肱
川
町
六
チ
ー

ム
も
菩
戦
い
た
し
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ソ
ト
に
は
進
め

ま
せ
ん
で
し
た
。
郡
内
の
各
チ
ー
ム
、

選
抜
し
て
の
選
手
を
相
手
に
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
練
習
が
足
り
ま
せ
ん
。
と

言
わ
れ
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

明
日
か
ら
頑
張
っ
て
練
習
し
て
く
だ

さ
い
。

同
募
金
の
一
般
配
分
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
共
同
募
金
は
、
福

祉
の
た
め
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

〔
心
の
コ
ン
パ
ス
〗

若
い
お
嬢
さ
ん
、
嫁
入
り
前
と
も

な
る
と
、
お
茶
、
お
花
の
稽
古
に
行

か
れ
て
い
る
の
を
み
か
け
る
。
三
、

四
ヶ
月
ぐ
ら
い
習
っ
て
結
婚
式
、
あ

と
は
、
何
も
し
な
い
方
々
が
半
分
＜

ら
い
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
結
婚
式
の
紹
介
で
は
、
も
う
、

何
で
も
出
来
る
様
な
言
い
方
で
あ
る

が
実
際
は
そ
う
で
な
い
の
が
実
例
の

よ
う
で
あ
る
。
日
本
の
茶
道
、
華
道

は
国
内
は
お
ろ
か
、

日
本
ブ
ー
ム
の

波
に
乗
っ
て
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
流
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
っ

た
い
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

東
洋
の
「
閑
寂
の
こ
こ
ろ
」
を
憧
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
茶
道
は

寂
こ
そ
が
中
心
的
な
ね
ら
い
で
あ
り
、

「
心
を
し
づ
め
る
」
こ
と
で
あ
ろ
う
。

茶
道
は
道
具
い
じ
り
で
は
な
い
、
手

さ
ば
き
の
末
枝
で
も
な
い
。
こ
こ
ろ

の
静
寂
に
あ
る
。
生
け
花
と
か
茶
道

と
い
う
古
来
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
日

本
文
化
を
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
れ
を
嫁
入
り
免
状
に
す
る
の
も
い

た
し
方
が
な
い
が
、
そ
の
中
に
ひ
そ

ん
で
い
る
人
間
の
知
恵
、
人
生
訓
と

い
う
も
の
を
母
親
の
手
か
ら
渡
し
て

あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
茶
道
の
根

本
に
流
れ
て
い
る
和
敬
清
寂
の
精
神

は
女
性
全
体
の
人
生
哲
学
の
よ
う
に

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
女
性
の
幸
福
は
、

じ
っ
と
う
と
と
め
、
か
み
し
め
、
か

み
し
め
て
い
る
姿
こ
そ
最
上
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
女
性
の
知
恵
が

底
光
り
し
て
い
る
。



り。穏）。領） 匝 Oj) 鯛捌毎 (14)

平
成
七
年
度
の
く
り
販
売
方
針
等

は
去
る
八
月
二
十
―
―
―
日
か
ら
の
支
部

別
出
荷
打
合
せ
会
で
話
し
合
決
定
し

て
お
り
ま
す
。

農
畜
産
物
の
輸
入
自
由
化
を
迎
え

産
地
間
競
争
か
ら
国
際
価
格
の
時
代

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
栗
に
お
い
て

は
、
輸
入
攻
勢
の
影
響
を
一
早
く
受

け
た
果
実
で
あ
る
が
現
在
に
至
っ
て

生
き
残
っ
て
い
る
作
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
生
ぎ
残
る
対
処
策
の
一

環
と
し
て
小
薮
精
鋭
（
少
面
積
、
高

生
産
）
を
視
点
に
お
き
収
量
を
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
つ
て
生
産
性
の
向
上

が
は
か
れ
る
。

現
に
昨
年
の
旱
魃
の
中
で
立
地
条

肱

川

栗

出

荷

最

盛

期

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

件
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
一
〇
ア
ー

ル
当
り
二
五

0
k
g
平
均
の
収
量
を
挙

げ
て
い
る
農
家
も
あ
る
。

近
年
気
象
状
況
の
悪
化
、
生
産
意

欲
の
低
下
に
伴
い
年
々
減
産
の
一
途

を
辿
り
市
場
で
の
栗
の
位
置
付
け
が

薄
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
年
は
昨
年
に
引
続
き
旱
魃
の
上

台
風
十
二
号
と
十
四
号
に
よ
り
栗
に

と
っ
て
は
大
ぎ
な
被
害
と
な
り
生
産

量
は
昨
年
を
少
し
上
廻
る
量
で
あ
ろ

う
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

現
在
毎
日
の
出
荷
量
は
一

0
k
gケ
ー

ス
で
一
五
〇
ケ
ー
ス
か
ら
二

0
0ケ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。

尚
計
画
等
に
つ
い

て
は
次
表
を
ご

参
照
下
さ
い
。

年度別くり階級別出荷量の推移

（単位 トン）

平成 7年度く り販売計画目標と推移
（単位トン）

項 目 3L 2L L M s 割 虫 今ロ＝計~ 

平成元年度 58 103 52 13 0.9 3.0 12 242 

平成2年度 37 79 45 14 1. 0 0.8 14 191 

平成3年度 51 57 21 4 1. 0 0.7 13 148 

平成4年度 27 63 36 10 1. 0 1. 0 11 149 

平成5年度 28 55 30 8 0.6 0.7 13 135 

平成6年度 15 27 15 5 2.0 10 74 

支部名 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度
7年度
計画

本所 96 69 53 55 55 23 38 

右L.l—’ ベD 20 32 25 24 19 16 27 

宇和川 72 52 44 43 37 15 30 

大谷 29 22 18 18 16 18 22 

予子林 35 23 16 17 15 6 13 

合計 252 198 156 158 142 78 130 
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シ
ロ
ア
リ
に
食
べ
ら
れ
て
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
た
木
を
見
る
と
、
シ
ロ
ア

リ
は
何
で
も
食
べ
て
し
ま
う
恐
ろ
し

い
破
壊
者
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

シ
ロ
ア
リ
に
も
好
き
嫌
い
は
あ
る
の

で
す
。
一
般
に
、
広
葉
樹
よ
り
針
葉

樹
、
心
材
よ
り
辺
材
、
晩
材
よ
り
早

材
を
好
み
ま
す
。
好
ぎ
嫌
い
は
材
の

硬
さ
や
比
重
な
ど
の
物
理
的
要
因
に

よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
化
学

的
な
成
分
の
違
い
も
影
響
し
ま
す
。

シ
ロ
ア
リ
の
食
害
を
受
け
に
く
く
す

る
成
分
（
抗
蟻
性
成
分
）
は
、
シ
ロ
ア

リ
を
寄
せ
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
揮

発
性
の
忌
避
成
分
、
食
害
し
て
初
め

て
忌
避
成
果
を
示
し
、
餓
死
に
至
ら

せ
る
摂
食
阻
害
成
分
、
呼
吸
毒
、
接

触
毒
、
食
毒
に
よ
る
殺
蟻
成
分
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
―
つ
の
成
分

で
も
複
数
の
活
性
を
示
す
う
え
に
、

実
際
の
木
材
で
は
複
数
の
成
分
が
複

合
し
て
作
用
す
る
た
め
、
抗
蟻
性
成

分
を
特
定
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

針
葉
樹
の
場
合
、
揮
発
性
テ
ル
ペ

ソ
、
つ
ま
り
匂
い
成
分
で
あ
る
精
油

が
多
い
も
の
ほ
ど
、
ソ
ロ
ア
リ
に
強
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の

木
造
住
宅
で
は
、
国
産
針
葉
樹
に
代

わ
っ

て
安
い
ペ
イ
ツ
ガ
や
ベ
イ
マ
ッ

が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
精
油
成
分
が
少
な
く
、
シ
ロ
ア

リ
に
と
っ
て
は
大
好
物
な
の
で
す
。

木

材

の
こ
の
た
め
防
蟻
処
理
が
必
要
で
す
が
、

最
近
そ
の
薬
剤
の
安
全
性
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
も
と
も
と
抗
蟻
性
成

分
を
含
む
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
や
ヒ
バ

は
建
築
用
材
の
な
か
で
も
特
に
シ
ロ

ア
リ
に
強
く
、

ヒ
ノ
キ
の
精
油
成
分

の
な
か
で
は

a
ー
カ
ジ
ノ
ー
ル
と

T

ー
ム
ロ
ロ
ー
ル

、
ヒ
バ
で
は

ヒ
ノ
キ

チ
オ
ー
ル
に
強
い
殺
蟻
性
が
あ
り
ま

す
。
イ
ヌ
マ
キ
も
耐
朽
性
が
高
く
、

木
棺
や
橋
げ
た
に
使
わ
れ
て
ぎ
ま
し

た
が
、
そ
の
抗
蟻
性
成
分
は
精
油
で

は
な
く
イ
ヌ
マ
キ
ラ
ク
ト
ソ

A
と
い

う
物
質
で
、
屋
外
で
一
、

0
0
0年

以
上
経
過
し
た
古
材
に
も
残
留
し
、

強
い
抗
蟻
性
を
示
す
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

広
葉
樹
で
は
、
ハ
リ
ギ
リ
や
モ
ッ

コ
ク
な
ど
の
サ
ポ
ニ

ソ
を
含
む
材
の

抗
蟻
性
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。精
油
を
含
ま
せ
た
ろ
紙
の
上
で
、
ソ

ロ
ア
リ
を
飼
育
す
る
と
数
日
で
シ
ロ

ア
リ
が
全
滅
す
る
の
に
対
し
て
、
サ

ボ
ニ
ソ
の
場
合
は
数
週
間
経
過
し
て

初
め
て
効
果
が
現
れ
、
シ
ロ
ア
リ
は

腹
部
が
扁
平
に
な
っ
て
死
ん
で
い
き

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ポ
ニ
ソ
の

効
果
は
摂
食
阻
害
や
食
害
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
し
い
作

用
機
作
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

シ
ロ
ア
リ
は
、
腐
朽
菌
に
侵
さ
れ

話

＾ 

た
木
材
に
集
ま
り
や
す
い
と
い
う
性

質
が
あ
り
ま
す
。
誘
引
試
験
を
行
っ

て
み
る
と
、
パ
ニ
リ
ソ
酸
な
ど
の
酸

は
シ
ロ
ア
リ
を
誘
引
し
ま
す
が
、
ア

ル
デ
ヒ
ド
類
は
反
対
に
忌
避
効
果
を

示
す
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
化
学

構
造
の
わ
ず
か
な
違
い
を
認
識
で
ぎ

る
の
で
す
か
ら
、
シ
ロ
ア
リ
は
意
外

と
グ
ル
メ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

林
業
改
良
指
導
員
柳
川

シ

ロ

ア

リ

の

話

）

スエーデン、メーラルスゴックのアカマツ80~
100年生間伐現地。
FMGマスター（径62cmまで伐木造林出来る）
一時間15,...__,20面伐木造材出来る。
冬でも雨の日も1日2人で14時間作業する。
機械利用料時間 700SKU
1面当り手取り約250SKU
(1 SKU＝約12円 • 95年 6 月）
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I巳嗣誓攣＂~ ! ！ 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! 
！ 

！ ！ 

! ！ 
！ 平成7年 9月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

i 県森連市況 大洲木市より （単位吋当り：円） 市売日平成7年10月 3日 l 
！ 

市売数呈・・1,894ケース 34,050kg f 
平均単価 3,131円

！ 長さ末口径
スギ ヒノキマッ

！ 直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価

! 7 cm下本 393本 250本 530本 198 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 l
i I. Is cm上本 435本 280本 636本 550 こうこ 5,400 ~ 6,200 強特用大 2,300~ 4,000 保 ！ 

• 14 m[l3 cm上22,ooo I -I 2s, ooo I -[18cm上18,000 大 厚 4,000~ 5,500 保特用中 2,600~ 3,200 保！

！ 
18 cm上19,100I -148, 300 I -~4cm上 25,000
24 cm上19300 -50 000 - cmJ: 40,000 中 厚 4,500~5,800 強特用中小 2,000~ 3,500 保 ！ 

！ ! 7 cm下本 186本 158本 210本 146 中小厚 3,600~ 5,400 強特用小 2,000~ 3,200 保
！ 

， 
8 cm上本 240本 240本 265本 264 小 厚 3,200~ 4,000 強大パレ 1,400~ 2,700 弱 ・

! 3 m ll cm上12,600 25,300 
! 13 cm上24,100 -38,800 -18叫 l7,000 大ウス 4,000 ~ 5,500 保中パレ 1,400 ~ 2,700 月号 ！ 

！・
18 cm上22,2001 -141,0001 -~4cm上 20,000 中ウス 3,200 ~ 4,600 保中小パレ 1,300 ~ 2,500 保 9 

i 
24 cm上16,800 cmJ: 
7 cm下本 60本一本 60本一

中小ウス 2,600 ~ 3,600 保小パレ 600 ~ 2,000 保 ！ 
パリ材

! 2 m 8 cm上本 120本一本 120本ー （松・杉・桧 小ウス 2,400~3,500 保変 形 l,800~ 2,700 月号 ！ 

i IL mlt6;;上10,000 -22,000 -13叫 末口 3~7cm) 、ジャミ 1,700 ~ 2,800 保色悪ウス 1,800~ 2,700 保 ’ 
長さ 2.0m l• t ! 30 cm上 cm上

i 6 m 13cm上25,800 68,600 
どんこ大 4,500 ~ 6,900 強色悪バレ 400 ~ 1,300 弱 ， 

18 cm上24000 66 300 どんこ中 3,600 ~ 4,700 強 4粘立ドンコ l,800 ~3,600 保 ， i 特選 135i000 700,000 どんこ小 3,200 ~ 4,400 保スライス 200 ~ 1,800 弱 ！ 

！ 
足 如 1m当たり 70円～160円 本 180円 概況 椎茸セソター新築落成の招待大市を開催。前回よりやや品柄は良くなっ

秋の特市御協力ありがとうございましt.:.
、 9

-。 たが、依然として並品主体の出品であり、全体としては保合相場であっ ！ 
！ 備考優良材の入荷多く買方多数の参加を得好調な売行。一般材桧保合。杉 4 た。歳暮商材の上物（どんこ厚肉）は強保合となったが、色の悪いもの、
t I...., Im中目強保合。松強保合。
i 

変形、パレ葉は弱保合であった。 i 
t---—•------_____________________________ _.J  _ _________________  _,  

S
抑
制
き
ゅ
う
り
＼

ー
生
理
障
害
や
病
気
等
ー

0

チ
ロ
ー
シ
ス
（
急
性
萎

凋
症
）
に
よ
る
し
お
れ

「
チ
ロ
ー
シ
ス
」
と
い
う

言
葉
を
一
度
は
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
症
状
の
原

因
・
対
策
を
述
べ
て
み
ま

す。
簡
単
に
分
か
る
症
状
と

い
え
ば
、
茎
葉
に
病
斑
が

見
ら
れ
ず
、
根
も
健
全
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

し
お
れ
て
最
後
に
は
枯
れ

て
し
ま
う
、
と
い
う
の
が

一
般
的
で
す
。

生
理
的
要
因
は
嘩
管
が

細
胞
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
、

水
分
が
通
ら
な
く
な
る
こ

と
に
よ
り
起
こ
る
よ
う
で

す
。
「
な
ぜ
導
管
が
押
し

つ
ぶ
さ
れ
る
か
」
に
つ
い

て
詳
細
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

不
明
な
の
で
す
が
、
そ
の

要
因
と
し
て
水
不
足
が
深

＜
係
わ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

健
全
な
根
が
あ
り
、
十

分
な
濯
水
が
行
わ
れ
て
い

れ
ば
絶
え
ず
導
管
内
は
根

か
ら
吸
収
さ
れ
た
養
水
分

で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

根
が
不
健
康
で
あ
っ
た
り
、

土
壌
が
水
不
足
に
な
る
と
、

導
管
内
で
空
洞
が
発
生
し
ま
す
。
そ

こ
に
隣
接
す
る
膨
張
力
を
持
っ
た
細

胞
が
、
圧
力
の
減
少
し
た
導
管
へ
入

り
込
み
、
導
管
が
つ
ぶ
れ
、
上
部
へ

の
水
分
供
給
を
停
止
さ
せ
て
し
ま
う

と
い
う
訳
で
す
。

発
生
箇
所
は
接
木
上
部
（
穂
木
）
で

の
発
生
が
最
も
顕
著
な
よ
う
で
す
。

干
ば
つ
の
年
は
根
張
り
が
弱
く
、

高
温
乾
燥
に
よ
っ
て
根
傷
み
を
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
地
上

部
は
茎
葉
が
過
繁
茂
と
な
り
葉
か
ら

の
水
分
蒸
散
量
が
多
く
な
る
た
め
、

大
量
の
水
分
が
根
か
ら
供
給
さ
れ
な

け
れ
ば
健
全
な
生
育
は
維
持
で
き
ま

せ
ん
。
水
分
が
不
足
し
、
日
中
葉
が

萎
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
チ
ロ
ー

シ
ス
の
発
生
を
予
感
さ
せ
る
赤
信
号

で
す
。

チ
ロ
ー
シ
ス
の
対
策

①
日
中
の
換
気
を
十
分
行
っ

て
気
湿

を
下
げ
る
。

②
灌
水
を
多
め
に
多
回
数
実
施
す
る
。

③
ミ
ス

ト
装
置
を
利
用
し

ハ
ウ
ス
内

の
湿
度
を
高
め
、
葉
の
萎
れ
を
防
ぐ
。

④
敷
ワ
ラ
・
敷
草
で
根
を
保
護
す
る
。

⑤
蒸
散
を
抑
え
る
た
め
に
摘
葉
を
行

い
、
農
薬
散
布
時
に
は
補
助
手
段
と

し
て
ス
テ
ッ
ケ
ル
（
パ
ラ
フ
ィ
ソ
系

展
着
剤
）
五

0
0倍
を
使
用
す
る
。

0

予
想
さ
れ
る
病
気

気
橿
が
低
く
な
り
、
ハ
ウ
ス
内
の

温
度
が
下
が
っ
て
密
閉
す
る
時
間
が

長
く
な
る
と
灰
色
か
び
病
、
菌
核
病

等
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

早
朝
の
換
気
や
日
中
の
換
気
を
き

め
細
か
く
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
薬
に
よ
る
防
除
で
は
病

園
）
⑱
黛
）

図 1

0

0

0

 

植栽と間伐（永久樹）

受粉樹
△ △ 0

0

0

 

△

△

 

△

△

 

O… Q 
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0 6 
0 0 

0

0

 

間
伐
後

゜
△ 

△ 

Q‘7m  
,'、、

△’9  7m C̀) 

゜

気
の
予
防
や
発
病
初
期
の
防
除
に
重

点
を
置
き
、
ス
ミ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤

一、

0
0
0倍
、
ロ
ブ
ラ
ー
ル
水
和

剤
一
、

0
0
0倍
等
を
散
布
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
茎
薬
が
過
繁
茂
で
あ
っ
た

り
、
草
勢
が
弱
っ
て
く
る
と
べ
と
病

や
褐
斑
病
、
斑
点
細
菌
病
も
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
適
切

な
肥
培
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

茎
葉
作
業
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

山

下

太

司

く
り
園
の
管
理

一

縮

間

伐

く
り
の
樹
は
十
分
な
肥
料
分
と
日

照
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
一
度
下
枝
を
弱
ら
せ
て

か
ら
で
は
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
な

低
樹
高
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
冬
季
の
せ
ん
定
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
秋
の
時
期
に
い
か

に
縮
間
伐
に
よ
り
樹
の
間
隔
を
と
っ

て
や
る
か
が
重
要
で
す
。
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大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

菊

池

明

表 l クリ主要品種と受粉樹の組み合わせ

主品種 平又 粉 樹

出 雲 丹沢、伊吹、国見、筑波

丹 沢 伊吹、国見、筑波、石鎚

伊 吹 丹沢、国見、筑波、石鎚

国 見 伊吹、丹沢、筑波、石鎚

筑 波 丹沢、伊吹、国見、石鎚

利 平 国見、筑波、石鎚、岸根

実
施
す
る
樹
齢
と
し
て
は
、
収
量

が
思
う
よ
う
に
取
れ
る
六
！
八
年
生

頃
に
開
始
し
て

‘
-
0年
生
以
降
も

収
量
が
低
下
し
な
い
よ
う
な
園
地
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
時
期
的
に
は
葉

が
ま
だ
つ
い
て
い
る
こ
の
時
期
に
実

施
し
ま
し
ょ
う
。
（
図
l
参
照
）

二
く
リ
品
種
選
定

く
り
は
完
全
な
自
家
不
和
合
性
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
家
受
粉
の
方

を
好
み
ま
す
の
で
、
導
入
品
種
は
二

品
種
以
上
と
し
ま
す
。
ま
た
栽
培
面

積
が
大
き
い
場
合
は
、
収
穫
時
の
労

働
力
分
散
も
考
慮
し
て
、
三
品
種
以

上
と
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

く
り
の
価
格
は
、
早
期
出
荷
で
き

る
品
種
や
利
平
、
銀
寄
等
の
品
質
の

良
い
品
種
が
有
利
に
販
売
さ
れ
て
い

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も

判
断
し
て
導
入
品
種
を
選
定
し
て
下

さ
い
。
（
表
1
参
照
）

大
豆
の
収
穫
・
乾
燥
・
調
整

一
成
熟
期
の
目
安

成
熟
期
の
目
安
は
、
完
全
落
葉
し
、

茎
を
ゆ
す
る
と
莱
内
の
子
実
が
カ
ラ

カ
ラ
音
を
た
て
る
時
期
で
す
。

二

収

穫

収
穫
は
成
熟
期
に
な
れ
ば
早
目
に

行
い
ま
す
。
収
穫
方
法
は
株
の
抜
取

り
、
刈
払
機
等
に
よ
る
機
械
刈
り
が

あ
り
ま
す
が
、
さ
や
含
水
率
が
二
〇

％
以
下
で
刈
り
取
る
と
殻
粒
の
飛
散

が
多
く
損
失
が
増
加
す
る
の
で
、
刈

り
取
り
は
曇
天
日
を
選
ぶ
か
、
晴
天

日
に
は
、
さ
や
含
水
率
の
高
い
午
前

十
時
以
前
ま
た
は
午
後
四
時
以
降
に

実
施
し
ま
す
。

三

予

乾

・

脱

穀

刈
り
取
っ
た
大
豆
を
、
架
干
し
等

の
方
法
で
予
乾
し
、
子
実
含
水
率
を

一
八
％
に
下
げ
て
お
い
て
か
ら
脱
穀

し
ま
す
。
子
実
水
分
一
八
％
の
目
安

は
、
子
実
に
爪
を
立
て
る
と
少
し
跡

が
残
る
状
態
で
す
。

四

、

調

整

仕
上
げ
乾
燥
と
し
て
、
天
日
等
で

子
実
水
分
を
一
五
％
以
下
と
し
た
後
、

選
粒
機
や
唐
箕
を
用
い
て
選
粒
し
ま

す。大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

稲
わ
ら
の
確
保
と

硝
酸
塩
中
毒
へ
の
対
応

四
国
地
方
三
か
月
予
報
に
よ
る
と

十
月
は
く
も
り
や
雨
の
日
が
平
年
に

表 1 わらに対するアソモニア処理効果（愛媛畜試、 1987)

実証展示県内 6カ所の平均値

種 類 TDN% DCP% 

無 処 理（生稲 わ ら） 44 2
 

3
 

アソモニア処理稲わら（3％添加） 5 5 4
 
8
 

比
べ
て
多
く
、
十

一
月
は
周
期
的
に

変
わ
る
見
込
み
で
す
。

一
稲
わ
ら
の
確
保

稲
わ
ら
は
わ
が
国
の
主
要
な
農
業

副
産
物
で
あ
り
、
飼
料
価
値
と
し
て

も
繊
維
質
が
多
い
こ
と
か
ら
、
反
す

う
家
畜
の
消
化
生
理
上
そ
の
給
与
の

意
義
は
大
ぎ
い
。

今
年
の
よ
う
に
、
干
ば
つ
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
ソ
ル
ガ
ム
等
の
夏
作
飼

料
作
物
の
収
量
や
品
質
が
低
下
し
て

い
る
状
況
で
は
、
積
極
的
に
稲
わ
ら

を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

確
保
す
る
量
は
、
年
間
成
牛
一
頭

当
た
り
七

00,...__,
I
 

0
0
0
~
(

面

積
換
算
一
五
ー
ニ

0
a
)
を
目
安
と

す
る
。稲
わ
ら
の
乾
燥
状
態
は
稲
刈
り
後

の
天
候
に
大
ぎ
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、

計
画
的
に
集
め
る
必
要
が
あ
る
。

稲
わ
ら
は
雨
に
あ
た
る
と
変
色
し

た
り
腐
敗
し
た
り
し
て
、
品
質
が
低

下
す
る
。
そ
の
た
め
、
収
納
時
期
が

遅
れ
る
場
合
に
は
集
積
し
た
後
、
ソ

ー

ト
カ
バ
ー
で
覆
い
、
雨
露
に
あ
た
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
低
品
質
で
あ
る
稲
わ
ら
は
、

ア
ソ
モ
ニ
ア
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
栄
養
価
な
ど
が
改
善
さ
れ
る
。

（表
1
を
参
照
）

稲
わ
ら
を
確
保
す
る
場
合
は
、
畜

産
農
家
ニ
ー
三
戸
で
共
同
で
行
う
と

効
率
的
で
あ
る
。

二
硝
酸
塩
中
毒
へ
の
対
応

今
年
の
よ
う
な
干
ば
つ
が
続
く
と

飼
料
作
物
に
硝
酸
態
窒
素
が
多
量
に

畜
産
さ
れ
て
い
る
心
配
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
生
糞
を
多
量
に
投
入
し

て
い
る
ほ
場
や
飼
料
作
物
を
若
刈
り

し
た
場
合
に
多
く
、
葉
部
よ
り
茎
部

に
多
く
蓄
積
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

硝
酸
態
窒
素
含
量
の
高
い
飼
料
を

牛
に
給
与
す
る
と
、
血
液
の
酸
素
運

搬
機
能
が
低
下
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

呼
吸
困
難
や
貧
血
の
症
状
を
引
ぎ
起

こ
し
、
急
性
の
場
合
は
死
亡
し
、
妊

娠
牛
で
あ
れ
ば
流
産
す
る
。

干
ば
つ
の
影
響
の
あ
る
原
料
に
サ

イ
レ
ー
ジ
調
整
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
硝
酸
態
窒
素
の
含
量
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
硝
酸
態
窒
素
を
多
く
含
む

原
料
を
サ
イ
レ
ー
ジ
に
し
た
場
合
、

サ
イ
ロ
内
で
還
元
作
用
に
よ
り
赤
褐

色
の
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
が
生
成
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
ガ
ス
は
猛
毒

で
、
空
気
よ
り
重
く
、
サ
イ
ロ
内
に

漂
い
、
死
亡
事
故
の
原
因
と
な
る
た

め
厳
重
に
注
意
す
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ

ー

技
師
高
野
政
明

11
月
1
日
（
水
）
中
津
方
面

11
月
2
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

11
月
7
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

11
月
8
日
（
水
）
岩
谷
方
面

11
月
9
日
（
木
）
大
谷
方
面

11
月
14
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

11
月
15
日
（
水
）
中
津
方
面

11
月
16
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

11
月
21
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

11
月
22
日
（
水
）
岩
谷
方
面

11
月
24
日
（
金
）
大
谷
方
面

11
月
28
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

11
月
29
日
（
水
）
中
津
方
面

11
月
30
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

11
月
醤
油
配
達
予
定
表

11
月
10
日
（
金
）
岩
谷
・

小
藪
方
面

11
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

11
月
2
日
（
木
）
大
屋
敷
・
大
平

11
月
6
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1
1月
8

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

11
月
10
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

11
月
13
日（
月
）
久
保

11
月
15
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

11
月
16
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

11
月
17
日
（
金
）
広
常
・
影
地

11
月
20
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
汗
生

11
月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪
・

中
小
藪

11
月
24
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

11
月
27
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

11
月
30
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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平成 7年度県民総合文化祭日程表
月日 事 業 名 及 び 会 場

（曜日） フェスティバル事業 生活文化事業 躾文唸つり 舞台芸術事業 文芸分野事業 県展 高校総合文化祭

11（月土4）日
開会式総合フェステイバ）し

;←、iい［県民文化会館］

囲碁大会
琵.苧合［-呻-至--唱•公-巳文-演-翠化-公-・会-自-醗館--演-］ ・. 

11（月日5）日 農民文化会館］
ー秋

県
［丹原町文化会館］

11（月土11）巳
世界の名曲コンサート 荼

ユ＇ 季
［八幡浜市民会館］ 短歌大会

バレエ公演 ［県民文化会館］
美

11（月日12）日
会 ［県民文化会館］

［県生活文化センター］ 現代詩大会
術県

［愛媛文教会館］

冒 ＾ ポ↑ ↑ 館 高校総合文化祭

俳句大会 ー展 ［松犀山謬市街］ 
11（月日19）El 会 漠［-子--規-詩-記-念--博大--物--館-会-］ • 

［県生活文化センター］
［大洲青年の家］

アマチュアミスュテージィlッ訊クレ
モダンダンス公演 川柳大会

1木1 月•23祝日） フェ 民［-今--謡治--民市---公舞--会公--堂-演-］ --連［-県--民-句-文--化-大--会--館-会-］ . 

［新居浜市民文化センター］
潅荘町文化センター］ ［県民文化会館］

11（月土25）日

地~←襲頴跡＂会館一県~化つえU まり民俗芸能祭 将棋大会

11（月日26）巳演-［-波--劇方-- -町--民祭--会--館---］ -------
［県目際交流センター］ 吟詠剣詩舞公演

［南予文化会館］
［県生涯学習センター］

県
で
は
、
十
一
月
四
日
（
土
）
か
ら
十

一
月
二
十
六
日
（
日
）
の
二
十
三
日
間
、

県
内
六
市
三
町
に
お
い
て
県
民
総
合
文

化
祭
を
次

の
日
程
表
の
と
お
り
開
催
し

年
県
民
総
合
文
化
祭
の
開
催
に
つ
い
て

成
度

平
7

鰯腕倦 (18)

t
 、Tゞu

゜編集•発行

肱川町公民館
云 (0893)34-2307 

（
著
）
石
坂

0

ウ
ォ
ー
タ
ー
ワ
ー
ル
ド

（
著
）
マ
ッ
ク
ス
・
ア
ラ
ソ
・
コ
リ
ソ
ズ

0

赤
ち
ゃ
ん
が
来
た

購

人

図

書

案

内

R
知
＠
R

啓

0

西

行

花

伝

（

著

）

辻

0

世
界
の
ご
ち
そ
う
米
料
理
（
著
）
奥
村
彪
生

0

脚
か
ら
ス
ッ
キ
リ
や
せ
て
き
た

（
著
）
今
西
鴻
絵

邦
生

●
五
日
（
日
）
大
谷
文
楽
公
演

午
前
十
時
よ
り
岩
谷
小
学
校
講
堂

（
こ
の
日
、
岩
谷
小
学
校
で
は
岩
谷
っ

子
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
下
さ
い
。
）

●
五

日

明

老

大

学

文
楽
鑑
賞
を
実
施
し
ま
す
。

0

ソ
フ
ィ
ー
の
世
界

（
著
）
ヨ
ー
ス
タ
イ
ソ
・
ゴ
ル
デ
ル

（
著
）
童
門
冬

0

小

説

徳

川

家

康

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
い
方

は
、
肱
川
町
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

芸
術
の
秋
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
親

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ス
ポ
レ
ク
，
9
5
管
内
大
会

（
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
）

ス
ボ
レ
ク
，

95
管
内
大
会
（
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
）
が
、
九
月
十
九
日
、
長
浜

町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
肱

川
町
よ

り
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
グ
ラ
ソ

ド

ゴ
ル
フ
に
出
場
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

台
風
の
後
で
、
風
が
強
く
寒
い
日
と
な

り
ま
し
た
。

結
果
は
健
闘
空
し
く
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、

グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
と
も
、
上
位
に
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
早
朝
よ
り
ご
苦
労

様
で
し
た
。

ハ
ロ
ー
ミ
ス
タ
ー
バ
ン
ト
ッ
ク
で
す

わ

け

肱
川
町
に
龍
が
や
っ
て
き
た
理
由
ー

小
藪
温
泉
は
な
ぜ
、
龍
身
泉
と
い
わ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
小
藪
渓
谷
に
あ

る
神
社
は
、
な
ぜ
八
大
龍
王
神
社
と
呼

ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
谷
の
轟
の

滝
は
な
ぜ
龍
が
住
ん
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
実
際
、
肱
川
町
に
、
龍
に
関
係

す
る
場
所
が
一
―
十
か
所
近
く
あ
る
の
は
、

い
っ
た
い
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
古
い
書
物
で
あ
る
二
古
事
記
」

に
は
沢
山
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
の
い
く
つ
か
に
は
色
々
な
異
本
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
サ
ノ
オ
の
命
は
、

出
雲
を
襲
っ
た
龍
（

大
蛇
）
を
殺
し
、
ク

シ
ナ
ダ
姫
と
結
婚
し
、
出
雲
の
新
し
い

領
主
と
な
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
ス
サ
ノ
オ
は
、
実
際
は
、
龍

を
殺
さ
ず
に
地
獄
へ
追
放
し
ま
す
。
そ

の
時
龍
は
酒
に
酔
っ
て
い
た
の
で
、
ス

ー
つ
の
仮
説
ー

サ
ノ
オ
の
命
令
を
間
違
え
て
、
「
ジ
ゴ

ク
」
の
か
わ
り
に
「
シ
コ
ク
」
へ
来
て

し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
彼
は
小
藪
に

や
っ
て
来
て
、
温
泉
を
み
つ
け
、
自
分

が
か
つ
て
八
つ
の
頭
を
も
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
八
大
龍
王
神
社

を
建
て
ま
す
。
何
年
か
経
っ
て
龍
は

大
ぎ
く
な
り
、
小
藪
で
は
狭
く
な
っ

た
の
で
、
大
谷
の
滝
へ
移
り
ま
す
。

も
し
皆
さ
ん
が
、
来
る
十
一
月
―
―

十
六
日
、
午
後
二
時
か
ら
風
の
博
物

館
に
お
越
し
下
さ
れ
ば
こ
の
物
語
の

舞
台
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
演
じ
る

の
は
肱
川
町
英
語
教
室
の
参
加
者
達

で
す
。
こ
の
一
大
行
事
を
ど
う
ぞ
お

見
逃
し
な
＜
！

ギ
ャ
ビ
ン
・
バ
ソ
ト
ッ
ク

（
京
子
・
バ
ソ
ト
ッ
ク
邦
訳
）

⑨ 



(19)?}。隠）。領） 総 鰯劉毎

優勝

大谷分館

得 点 表

分 {g 
白^ 中央A

種 目
順位 累

頁＿ロメ 脳 プ レ

人 の

リ
1

月 途 多

2位

予子林分館

3位

中央 B

予子林

順位

も う 離 さ な

美 女 の 宅 急

3 0 0オ リ レ

風 騎

大

キ

の

ム

ツ

ヵ

ク

馬

フー

軍

競

の

サファリ ・ラリー

（夫婦出場種目）

みんなでジャンプ

玉 入 れ 競

累

計

5
 

，
 
14 

16 

21 

22 

26 

31 

37 

43 

45 

49 

52 

58 

第
三
十
五
回
町
民
運
動
会
を
十
月
十

日
（
体
育
の
日
）
肱
川
中
学
校
グ
ラ
ソ
ド

に
お
い
て
開
惟
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、

昼
前
か
ら
降
り
出
し
た
雨
の
た
め
、
全

種
目
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で

し
た
。
今
年
は
、
九
月
頃
か
ら
週
末
に

な
る
と
雨
が
降
り
、
小
学
校
の
運
動
会

も
雨
の
た
め
延
期
に
な
り
、
も
し
か
し

大
谷
分
館
2
年
ぶ
り
＞

昨
年
の
雪
辱
な
る

第
35
回
町
民
運
動
会

た
ら
町
民
運
動
会
も
？
と
い
う
不
安
に

か
ら
れ
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
願
い

が
通
じ
た
の
か
、
当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

町
民
運
動
会
が
実
施
で
ぎ
ま
し
た
。
競

技
の
方
は
昨
年
好
評
だ
っ
た
競
技
を
今

年
も
実
施
し
、
ま
た
、
新
し
い
競
技
も
導

入
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
当
日
競
技
内

容
を
発
表
す
る
競
技
も
あ
り
、
楽
し
く

で
ぎ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
果
の
方
は
、
終
始
リ
ー
ド
を
保
っ

た
大
谷
分
館
が
、
昨
年
の
雪
辱
を
は
た

女子年齢別＇）レー 60 

男子年齢別リレ ー

2
-
/
6
 

5
／

ー

66 

総 合 得 点 64 48 56 44 79 66 

し、

二
年
ぶ

り
の
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
し
て
下
さ
っ
た
選
手
の
皆
さ

ん
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、

選
手
集
め
に
奔
走
し
て
下
さ
っ

た
各
分
館
役
員
の
皆
さ
ん
、
当

日
、
準
備
・
記
録
の
お
手
伝
い

を
し
て
下
さ
っ
た
青
年
団
の
皆

さ
ん
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

総 合 順位 3
 
5
 
4
 
6
 

ー 2
 ［ーファインダー履釧

▲
九
月
十
九
日
、
中
野
小
体
育
館
建
設

推
進
委
員
会
が
設
立
さ
れ
同
二
十
一
日
、

町
へ
建
設
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

校
下
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

た
め
に
、
力
強
い
協
力
体
制
を
つ
く
ら

れ
た
こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。
学

校
教
育
の
み
な
ら
ず
学
校
を
開
放
し
て

社
会
体
育
を
は
じ
め
、
各
種
研
修
・
集

会
な
ど
地
域
の
た
め
に
利
用
で
き
る
今

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
体
育
館

が
そ
び
え
立
つ
日
を
祈
り
た
い
。

▲
施
設
の
充
実
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

町
の
責
任
で
あ
る
が
、
一
っ
大
切
な
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
施
設
の
完
成
の
意

義
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
あ
る
人
は
こ

う
い
っ
て
い
る
。
「
―
つ
の
橋
の
完
成

が
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
意
識
を
変

え
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
橋
は
架
か
ら
な

い
方
が
よ
い
。
そ
れ
ま
で
ど
お
り
裸
に

な
っ
て
川
を
渡
れ
ば
よ
い
。
」
と
。

▲
か
つ
て
故
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
は
、

ア
ソ
ク
ル
・
サ
ム
の
い
っ
た
「
国
家
が

何
を
し
て
く
れ
る
か
で
は
な
く
、
わ
れ

わ
れ
が
何
を
す
べ
き
か
で
あ
る
。
」
と

い
う
言
葉
を
好
ん
で
使
っ
た
と
い
う
。

と
か
く
国
民
も
住
民
も
「
何
を
し
て
く

れ
る
か
」
と
の
考
え
が
先
に
立
つ
の
は

残
念
で
あ
る
。

▲
約
十
年
に
な
っ
た
肱
川
町
の
”
風
お

こ
し
運
動
“
は
、
こ
こ
ら
で
気
合
い
を

入
れ
直
そ
う
と
、
パ
ー
ト

H
を
始
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
は
そ
の
基
本
を

町
民
憲
章
の
理
念
に
立
っ
て
実
施
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
自
分
の
町
を
自
分
に

や
れ
る
力
で
よ
い
町
に
し
よ
う
と
す
る

一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
。



尻穏）。領） I 然園證隠

町民運動会

スナップ集

気合入って。 （女子年齢別リレー）

- ...... 
パンがとれない（風の騎馬軍団）

生徒たちに混じって (300オリレー）

鯛劉毎 (20)

低い姿勢のほうが・・・。（前途多難）

うまく足が合ったぜGO! （大ムカデ競走）

ガンバレー（声援を送る応援団）

（宝物み一つけた）
. CJ1--- - ... —— 

I! _ UIII IIII’FI 

商工会青年部のかき氷 さーあ、早く飲みなさい（夫婦種目） 一日ご苦労さまでした 体育委員の人達



(21)ワ。箭。領） 総 謡捌毎

入 場 一丁41
 
進

その調子。（もう離さない） カゴの中に入ってくれ。（キックの鬼）

第35回

＇ ヽ
へ、
，
 ヽ‘

優勝 大谷分館

去年できなかった （応援合戦）

め ざ せ 番

（くいしんぼう一万歳） 綱 弓I き リ グ 戦



況穏）。領） 鰤劉毎 (22)

青年団では9月17（日）に

なつなんと

＼`＼＼＼＼ 口＼＼ヽ迄し鯰迄

総譲證隠

青年団だより

いつもお世話になっているトレーニングセン

ターとその周辺を草かり、ガラスふき、かべを

洗ったりしました。手伝つて下さった方々の中

から 3名の人に感想を書いていただきました。

私は草刈り担当。家で使い慣れでいる草刈機で

！？作業をやったわけですが、草の中には、いろい

ろなものがかくれているもので、空カン・軟球、

なんと不思議なことにバレーポールまであるでは

ありませんか。私の机の上のように、探し物がわ

からない状態というのはこういうことを言うので

しょう。

やはり整理整頓をするように、草を月一度ぐら

い刈つていれば、落ちてもすぐに分かるのでは。

奉仕作業を遇じて、整理整頓を教えられました。

これを教訓にして行きたいと思います。

ゆきひろ

▲ハイ・チーズ！

こ—--

ー一

▲ひと休み

日曜日だというのに手伝っ

て下さった方々、ありがとう

ございました。

そしてお疲れさま。

虫だらけ・が一つの感想でした。とにかくあっ

ちもこっちも虫、虫、虫！じゅうたん状になった

ものを水で流し、だんごになったものをホウキで

掃く。その作業を中心に奉仕作業は続けられまし

た。とにかく、あの気持ち悪さにも耐え、がんばっ

た皆さんはまことに偉い。

そして、尚も、そのお疲れの身にあの寒さっ、

「寒いっ寒いっ」その言葉が最後の方では皆のメイ

ンのセリフになっていたようでした。とにかく虫

にも寒さにも負けず皆さん本当にお疲れ様でした。

りえ

青年団はピンポーである。そこで先輩方が一計

を案じた。体育館のそうじをして補助金を頂戴す

るという壮大な作戦を実行したのである。それか

ら毎年この作戦は実行され、ついに今年も9月17
日に作戦は実行されたのである。

私は体育館の外壁についたよごれを水をかけて

洗う部隊に配属された。窓についたくもの巣に苦

戦した。日頃から体育館を使用させてもらってい

るが、あんなによごれているとは思ってもみなかっ

た。きれいになった体育館を見て、青年団も、や

ればできると思った。 みつし

ひと休み

▲ うむっっ ！
かべを洗っているのでし ょうか ？

t口g: g g；増
更つ王 Z うて，，

手
伝
っ
て
く
れ
た

◄

み
な
さ
ん



(23) 7J。詢。領）， 総啜證涸 鰯捌毎

青年団のみなさんに令年も手伝いをしていただきました。

その手伝いぶl)や、若者のいい所を写真でのせることにしました。

彎・・:

-------. 
記録係の目はいつも真剣

ご覧下さいませ！

プラカードのお二人

準備係 meeting中

準備係はいつも忙しい・・

食
欲
の
秋
、
向
井
ア
キ

ポ
ー
ツ
の
秋
゜

町
民
運
動
会
も
無
事
に
終
わ
り

秋
深
ま
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

令
年
の
町
民
運
動
会
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
恵
ま
れ
す
ぎ
て
暑
い

く
ら
い
で
、
関
係
者
の
方
々
は
ホ

ン
ト
に
つ
ら
い
一
日
だ
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ぞ
慰
労
会

で
飲
ん
だ
ピ
ー
ル
は
お
い
し
か
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ

に
コ
リ
ず
来
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ

う。

ス

色
編
集
あ
と
ば
な
し
卓
｝

急げ 急げ

｀
 

頭脳プレー•••がんばって

若手の体育委員
（左冨永く

ん、右宮昆くん）

う
ん
と
こ
う
ん
と
こ

準
備
だ
よ

-9 _＿
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7。穏）。領）

イ丁 事 予

⑮レ⑮営

定

1 肱川町防災の日 13 中野三嶋神社秋祭り

3 大谷秋祭り 中旬 防火パレード

5 文楽公演（岩谷小） 15 農業委員会

6 行政相談 19 第11回ひじかわふれあいまつり

6 • 20 心配ごと相談 （町民グラウソド）

8 第6回熱き風心を開く人権集会 21 定例部落長会， 客神社秋祭り 26 英語教室（英語劇発表会・風の博物館）

11~12 四国大学選手権大会（鹿野）1|湖） 28 ＇税金等出張受入れ

大久広共大中白
屋
敷保常栄平津石
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下
石
優
紀
ち
ゃ
ん
（
上
鯉
峨
谷
部
落
）

り
ょ
う
た

9
/
21
城
戸
竜
太
ち
ゃ
ん
（
見
の
越
部
落
）

竹田ツヤコさん(80歳）

坂本正男さん(79歳）

丸川コハルさん(86歳）

松本タマヨさん(81歳）

森武男さん(49歳）

松原末子さん(85歳）

高尾義信さん(72歳）

日 当 直 医 電 話

3 日 植 木 医 院 44-2215 
（五十崎町）

（金）
大久保内科医院 26- 1131 
（八 多 号+ ） 

5 日 高 橋 医 院 44-2010 
（五十崎町）

（日） 菊原外科医院 24-4646 
（大洲市若宮）

12日 佐々木整形外科医院 43-0101 
（五十崎町）

（日） 石村整形宮医院 23-5767 
（大洲市若 ） 

19日 松本整形外科医院 44-5533 
（内子町 17区）

（日）
大洲記念病院 25-2022 
（ 徳 森 ） 

23日 曽 根 医 院 44-2801 
（内子町 14区）

（木）
郷緒小児科医院 24-3936 
（西 大 洲）

26日 芳我外科医院 44-2'560 
（内子町20区）

（日）
村 上 医 院 24-2345 
（常 盤 町）

※変更になる場合がありますので、前もって

連絡してからお出かけください。

◎行政相談

▽日時11月6日（月）
午後1時30分
ー4時30分

▽場所肱川町公民館

二階青年室
▽相談員福田保委員
※自宅相談も受け付けています。

6三四ーニ五0八

11 11 
相

贔 り
至砧火

日 日

‘月̀- 月ヽ 日
後堵 寺福 担
藤本 岡田 当

相
吾_L• 初 談

忠子 恵保 員

平
成
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前
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？

午
後
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時

所
大
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市
中
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一
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ト
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ア
大
洲
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▽
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（
民
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）
サ
ラ
金
、
破
産
、
交
通
事
故
、

宅
地
建
物
、
強
制
執
行
等

（
家
事
）
離
婚
、
養
育
費
、
財
産
分
与
、

男
女
問
題
、
遺
産
分
割
等

お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▽
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▽
日

時

◎
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停
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談
会
の
お
知
ら
せ
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所

▽
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間
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分

i
4
時
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分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

涸園;園羹国
◎心配ごと相談

1111 11 11 
日月月 月月

2113 20 6 
日日 日日

火ヽ ‘月-— ‘ 
月月 程

内 大

子 洲 場

町 商

商
工
会

工 議 所
会 所

◎
社
会
保
険
出
張
年
金
相
談

救 急 病

院

曜日 病院名 電話

月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加戸病院 24-5101 

木～金 大洲中央病院 24-4551 

時
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＿午
後
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時
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分
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時
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分

11
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11
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月
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▽
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月
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（
水
）
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（
出
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1
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集
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中
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